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１１－（１）　飼料用とうもろこし １１－（１）　飼料用とうもろこし

飼料作物－飼料用とうもろこし－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 チルト乳剤２５ 普 プロピコナゾール 3

飼料作物－飼料用とうもろこし－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 エコマスターＢＴ 抑制 普 ＢＴ 11A

2 サブリナフロアブル 抑制 普 BT 11A

3 ジャックポット顆粒水和剤 抑制 普 BT 11A

4 デルフィン顆粒水和剤 抑制 普 BT 11A

5 トアロー水和剤ＣＴ 普 ＢＴ 11A

6 パダンＳＧ水溶剤 抑制 劇 カルタップ 14

-

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

○ ○

-

作用機構
分類

病害虫雑草名

○

○

○

○

○

- ○

○

-

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
す
す
紋
病

病害虫雑草名

作用機構
分類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性
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１１－（１）　飼料用とうもろこし １１－（１）　飼料用とうもろこし

飼料作物－飼料用とうもろこし（子実）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

タ
マ
ナ
ヤ
ガ

ネ
キ
リ
ム
シ
類

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ

1 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B ○ ○ - -

2 プレバソンフロアブル５ 抑制 普
クロラントラニリプ
ロール

28 - - ○ ○

飼料作物－飼料用とうもろこし（青刈り）－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 ダイアジノン粒剤５ 普 ダイアジノン 1B

飼料作物－飼料用とうもろこし－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

カ
ラ
ス

キ
ジ

キ
ジ
バ
ト

ス
ズ
メ

ハ
ト
ム
ク
ド
リ

苗
立
枯
病

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム F:M3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

タ
マ
ナ
ヤ
ガ

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

11-(1）飼料用とうもろこし 
  
病害虫防除 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

すす紋病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．抵抗性品種を栽培する。 
 ２．連作を避ける。 
 ３．夏期以降に発生しやすいので､遅播きを避ける｡ 
 ４．ほ場の排水性を改善する。 
 ５．窒素、カリを中心とした十分な施肥管理。 
生育期 
   発病初期に適用薬剤を散布する。 
収穫後 
  収穫残さを除去、またはすき込みを行う。 

 

・冷涼地での代表的な葉枯性の糸状菌病で、冷涼 

多湿条件で発生が増加し、大発生するとほ場全 

体が枯れ上がるほどの被害が出る。 
・葉に黄褐色～灰色、紡錘型、長さ 3～10 ㎝の大 

型病斑を形成する。 
・絹糸抽出期以降に発生することが多い。 
 
 
 
 

ごま葉枯病 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．連作を避ける。 
 ２．深耕を行い堆肥、リン酸肥料を増肥する。 
 ３．未熟堆肥の多投を避け、熟度の進んだ堆肥を施用す   

る。 
 ４．早播きによる早期収穫を行う。 
 ５．抵抗性品種を栽培する。 
生育期 
  肥料切れを避ける。 
収穫後 
  収穫残さを除去する。 

 

・葉及び葉鞘にオレンジ色～黄褐色、楕円形、長 

さ 5～20 ㎜、幅 2～5 ㎜程度の病斑を多数形成

する。 
・多湿な暖地において夏期以降に多発する。 
・肥料切れや密植は発病を助長する。 
 
 
 
 
 
 

根腐病 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．ほ場の排水性を改善する(停滞水に注意)。 
 ２．未熟堆肥の多投を避け、熟度の進んだ堆肥を施用す   

る。 
 ３．早播きによる早期収穫を行う。 
  ４．連作を避ける。 
 ５．抵抗性品種を栽培する。 
生育期 
  被害株は速やかに切り取って焼却する。 

 

・根が褐変し、黄熟期を過ぎると一気に枯れ上が 

り、全体が黄色くなる。 
・雌穂が垂れ下がるのが特徴。 
・イネ科の作物及び雑草に寄生し、感染源となる。 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
 
 
 

は種前 
  １．ほ場の排水性を改善する(停滞水に注意)。 
 ２．種子に薬剤の塗沫処理を行う。 
 ３．低温条件下で発芽させないため、は種を遅らせる。 

 

・出芽時の多湿条件で苗が枯死する。 
・3～4葉期の幼苗期までに萎凋枯死することが多 

い。 
 

モザイク病 
 
 

は種前 
ウイルス伝搬源のアブラムシの繁殖を防ぐため雑草

を早春に除去する。 

 

・ウイルスに感染した畦畔雑草が伝染源となり、 

アブラムシ類によって媒介される。 
・まれに種子伝染により発生する。 

黒穂病 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．多発した場合には 3 年以上の長期輪作を行う。 
 ２．窒素肥料の多投入を避ける。 
 ３．抵抗性品種を栽培する。 
生育期 

発病部位を見つけたら胞子が飛散しないうちに除去

し､適正に処分(焼却)する。罹病個体を堆肥化しない。 
 

・外部は白色で中に黒い粉の詰まったゴール(肥 

大組織)を形成し、葉・節・穂に発生する。 
・地面に落下し、土壌中で越冬した胞子が翌年の 

伝染源となる。ゴールが成熟し、破れて空中に 

飛散した胞子が二次伝染源となる。 
・感染は湿潤条件下で多い。 
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

紋枯病 
 
 
 
 

は種前 
 １．深耕を行い感染源を埋没させる。 
 ２．密植を避ける。 
生育期 
   発生した葉鞘を剥離する。 

 

・高温多湿で発生しやすい。 
・病気が進むと表面が滑らかで褐色の菌核をつく 

り、地面に落下して翌年の感染源となる。 
・周縁部褐色、中心部灰白色の雲形斑を形成する。 
 

タマナヤガ 
(ネキリムシ) 
 
 
 

は種前 
 １．秋期に雑草の防除を行う。 
 ２．初期生育の早い品種を栽培する。 
発生初期 
   薬剤散布はは種後 1 ヵ月以内に行う。 

 

・発芽の不揃いや幼苗の萎れは発生の可能性を考 

える。 
・発生後の被害株の根本に幼虫が潜んでいるので 

早期に発見して駆除する。 
 

アワノメイガ 
 
 
 

は種前 
  早まきによる早期収穫を行う。 
発生時 
  適用薬剤を散布する。 

 

・関東地方では年 2～3 回発生する。 
・は種期が遅いと被害が多い。 
・幼虫の食害部はカビが侵入しやすくなるのでか 

び毒蓄積や汚粒発生等の品質低下を招く。 

ツマジロクサ

ヨトウ 
 
 
 
 
 
 
 

生育期 
  定期的にほ場を巡回し、早期発見に努める。 
発生時 
 １．適用薬剤を散布する。 
 ２．収穫可能な場合は直ちに収穫・調製を行う。 
収穫後 
  発生ほ場の土壌中にはさなぎが残存している可能性

があるため、刈り取り後は速やかに耕起して残存害虫を

駆除する（複数回が望ましい）。 
 

・薬剤を散布するときは、幼虫の活動が活発にな 

る早朝に、散布することが望ましい。 
・幼虫は軟らかい葉を好んで食害する傾向がある 

ため、特に生育初期は注意する。 
・とうもろこし、ソルガム、野菜類等など広く農 

作物を食害し、生育初期の食害では被害が甚大 

になるため、特に注意して発見に努める。 
 
 

鳥害防止 
(カラス、キ

ジ、ハト、キジ

バト、スズメ、

ムクドリ) 
 

は種前 
  種子に薬剤の塗沫処理または粉衣を行う。 
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

雑草防除 
 ・砕土、整地は丁寧に行い、種子が露出しないように覆土はできるだけ丁寧に行う。 
 ・散布薬剤の飛散、あるいは本剤の流出によって有用植物に薬害が生じることのないように十分注意して散布する。 
 ・周辺の作物や構造物等にかからないように注意する。 
 ・皮膚に付着しないように注意する。付着した場合には、直ちに石けんを使用し水で良く洗い流す。 
  ・使用後、タンク、ホース、ブーム、ノズル内に薬液が残らないよう散布器具等はよく洗浄し、他の用途に使用する場合は、  

十分に注意する。 

除草剤名 
 

適用雑草 
 

使用方法 
(適用土壌) 

使用時期 
 

使用上の注意 
 

アルファード

液剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
又は全面散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とうもろこし 3

～7 葉期(但し、

収穫 45 日前ま

で) 
 
 
 
 
 

・イヌホオズキ、シロザ、イチビ、オオブタクサなどの問 

題雑草に卓効を示す。 
・飼料用とうもろこしの各品種に影響が少なく高い選択性 

がある。 
・散布時の展開葉に薬害(黄斑)を生じる場合があるが、そ 

の後の生育・収量には影響しない。 
・雑草生育期に有効だが、雑草が大きくなりすぎると効果 

が劣ることがあるので、時期を逸しないよう均一に散布 

する。 
・散布直後の降雨は効果を低下させるため、天候に注意し 

て散布する。 

 

エコトップＰ

乳剤 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
(砂土を除く全

土壌) 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 
 
 
 
 
 
 
 

・発芽後の雑草に対しては効果が劣るので、雑草発生前に 

時期を逸しないように散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。覆土深は 2～3 ㎝以上 

とする。 
・散布直後の多量の降雨は薬害を生じるおそれがあるため 

天候に注意して散布する。 
・蚕に対して毒性があるため、周辺の桑葉にかからないよ 

う注意する。 
・砂土では使用しない。 

 

ゲザノンゴー

ルド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マルチ前・は種

前(雑草発生前) 
 
は種後発芽前 
(雑草発生前) 
 
生育期(とうも

ろこし 2～4 葉

期) 
 
 
 
 
 
 
 
 

・イチビ、アレチウリ、ヨウシュチョウセンアサガオなど 

強害帰化雑草にも有効である。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・は種後、乾燥が続くと予想される場合は、除草効果が安 

定する生育期(とうもろこし 2～4 葉期)に散布する。 
・イチビの防除を行う場合には、所定量の範囲内で多めの 

薬量を散布する。 
・土壌が極端に乾燥している場合、所定量の範囲内で散水 

量を多めにして丁寧に散布する。 
・極端な過湿土壌及び砂質土壌で使用する場合には、生育 

を抑えることがあるので少なめの薬量を散布する。 
・砂土では使用しない。 
・蚕に対して影響があるため、周辺の桑葉にかからないよ 

う注意する。 
・当年及び翌年の水稲栽培をさける。 
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

  除草剤名 
 

  適用雑草   
 

  使用方法 
 (適用土壌)  

   使用時期     
 

                    使用上の注意 
 

ゲザプリムフ

ロアブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布

及び雑草茎葉

散布 
(砂土を除く全

土壌) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後～とうも

ろこし2～4葉期

まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・畑作一年生雑草全般、ツユクサには特に土壌処理で効果 

が大きい。  
・茎葉部からの吸収も一部みられ、幼少雑草に対しても効 

果を発揮するが、雑草の発芽直前から発芽揃期までの散 

布が最も効果が高いので、できるだけ早めに散布する。 
・イネ科雑草には効果が不十分な場合があるので、それら 

が優先するほ場での使用は避ける。 
・多年生・深根性の雑草には効果が期待出来ない。 
・覆土は丁寧に行い、覆土深は 3 ㎝程度にする。 
・砂土、水はけのよい土壌では薬害を生じる恐れがあるの 

で使用しない。また雨の多い時期、場所での使用は避け 

る。 
・蚕に対して影響があるため、周辺の桑葉にかからないよ 

う注意する。 
・本剤処理後、短期間内に後作物を作付する場合、後作物 

に影響をあたえることがあるので、予め発芽試験を行う 

等安全性を確認してから作付する。 

ゴーゴーサン

細粒剤Ｆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・雑草の発生前～発芽時に有効であるが、雑草の生育が進 

むと急激に効果が低下するので、使用時期を逸しないよ 

うに散布する。 
・イネ科及び広葉の一年生雑草に効果があるが、キク科雑 

草とツユクサには効果が劣るので、これらの雑草の優先 

ほ場では使用しない。 
・土壌が極端に乾燥している場合は効果が劣るので、土壌 

が適度の水分を含んでいるときに散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。覆土深は 2～3 ㎝以上 

とする。 
・激しい降雨が予想される時には使用を避ける。 

・砂土では使用しない。 

ゴーゴーサン

乳剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・雑草の発生前～発芽時に有効であるが、雑草の生育が進 

むと急激に効果が低下するので、使用時期を逸しないよ 

うに散布する。 
・イネ科及び広葉の一年生雑草に効果があるが、キク科雑 

草とツユクサには効果が劣るので、これらの雑草の優先 

ほ場では使用しない。 
・土壌が極端に乾燥している場合は効果が劣るので、希釈 

水の量を多めにするか降雨後に散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・激しい降雨が予想される時には使用を避ける。 
・桑にかからないよう注意する。 
・砂土では使用しない。 

シャドー水和

剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生及び多

年生広葉雑草 
 
 
 
キクイモ 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布

又は全面散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生及び多年

生広葉雑草 2～5

葉期(とうもろ

こし 3～5 葉期) 
 
キクイモ生育期

(とうもろこし 5

葉期) 
 
 
 

・防除が困難な強害雑草のイチビ・ショクヨウガヤツリ  

(キハマスゲ)・キクイモに高い効果を有する。 
・生育初期のキクイモに対しては効果が劣ることがある 

・イネ科雑草に効果が期待できないので、これらの雑草に 

有効な除草剤との体系で使用する。 
・有機リン系殺虫剤との混用及び 7 日以内の近接散布は、 

薬害を生じることがあるので避ける。 
・散布数日後、一時的に縞状の退色、生育抑制を生じる場 

合があるが、その後の生育に影響はない。 
・散布直後の降雨によって薬害を生じるおそれがあるの  

で、天候に注意して散布する。 
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

  除草剤名 
 

  適用雑草   
 

  使用方法 
 (適用土壌)   

   使用時期     
 

                    使用上の注意 
 

タッチダウン

ｉＱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
(雑草生育期) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・雑草の種類や大きさ、発生密度によって適正な薬量が異 

なるので、その程度に応じて所定量の範囲内で適宜薬量 

を増減する。 
・散布後、効果の発現までに一年生雑草では 2～4 日、多 

年生雑草では 1～2 週間を要するので、その間に刈り取 

らないようにする。 
・多年生雑草を地上部及び地下部まで含めて枯殺するに 

は、雑草の生育盛期から生育終期又は開花期前までに散 

布する。 
・スギナの防除の際は、スギナが生育盛期を過ぎた時期及 

びスギナが他雑草に埋没している条件での散布は効果

が劣ることがあるので、適期に注意して散布する。 
・激しい降雨が予想される場合は使用を避ける。 

デュアールゴ

ールド 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
一年生イネ科

雑草 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 
 
本葉 1～2 葉期

(イネ科雑草2葉

期まで) 
 
 
 
 

・雑草の発生前に散布する。 
・広葉雑草(特にアカザ科)が混在する場合は、それらに有 

効な除草剤と体系防除する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・土壌が極端に乾燥している場合には、除草効果が劣るこ

とがあるので、所定量の範囲内で散布水量を多めにして 

丁寧に散布する。 
・砂土では使用しない。 
・水稲に薬害を生じるおそれがあるため、当年または翌年 

の水稲栽培をさける。 

バサグラン液

剤（ナトリウム

塩） 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
（イネ科を除

く） 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布

又は全面散布 
 
 
 
 
 
 

生育期 
（但し、収穫 50

日前まで） 
 
 
 
 

・イネ科雑草には効果がないため、イネ科雑草が優先する 

ほ場での使用は控える。イネ科雑草が混在する場合はこ 

れらに有効な除草剤との体系で使用する。 
・散布後、曇天、降雨日が長く続くと効果が劣ることがあ 

るため、晴天時に散布する。 
・高温条件化では、薬害を生じやすいので異常高温化での 

散布は避ける。 
・重複散布は薬害のおそれがあるので避ける。 

フィールドス

ターＰ乳剤 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 年 生 雑 草

（アカザ科、

アブラナ科、

タ デ 科 を 除

く） 
 
一年生イネ科

雑草 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
（雑草発生前） 
 
 
 
 
とうもろこし出

芽直前～2 葉期

（イネ科雑草 2

葉期まで） 

・発芽後の雑草に対しては効果が劣るので、必ず雑草の発 

生前に時期を逸しないように散布する。 
・アカザ科、タデ科、アブラナ科などの一部広葉雑草には 

効果が劣るので、これらの広葉雑草の混在するほ場で

は、広葉雑草に有効な除草剤との体系で使用する。 
・散布直後の多量の降雨は薬害のおそれがあるので、天候 

を見きわめて散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。覆土深は 2～3 ㎝  

以上とする。 
・砂土では使用しない。 

ブルーシアフ

ロアブル 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布

又は全面散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
無人航空機に

よる散布 
 

とうもろこし 3

～5 葉期(但し、

収穫 45 日前ま

で) 
 
とうもろこし 6

～7 葉期(但し、

収穫 45 日前ま

で) 
 
とうもろこし 3

～7 葉期(但し、

収穫 45 日前ま

で) 

・一年生イネ科雑草、および一年生広葉雑草と幅広い草種 

に効果を発揮し、イチビ、イヌホオズキにも優れた効果 

を示す。 
・散布後一時的にクロロシス症状を生じることがあるが、 

その後の生育、収量には影響しない。 
・雑草生育期に有効だが、雑草が大きくなりすぎると効果 

が劣ることがあるので、時期を逸しないよう均一に散布 

する。 
・散布後 6 時間以内の降雨は効果を低下させる。 
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飼料用とうもろこし                                                                 飼料用とうもろこし 
各論作成日:2024 年 11 月１日 必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

  除草剤名 
 

  適用雑草   
 

  使用方法 
 (適用土壌)   

   使用時期     
 

                    使用上の注意 
 

モーティブ乳

剤 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 

は種後～とうも

ろこし 2 葉期 
（イネ科雑草 2

葉期まで） 
 
 
 

・雑草の生育が進むと効果が劣るので、使用時期を逸しな 

いように散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。覆土深は 2～3 ㎝以  

上とする。 
・激しい降雨が予想される時には使用を避ける。 
・砂土では使用しない。 

ラウンドアッ

プマックスロ

ード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生及び多

年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飼料用とうもろ

こし出芽前まで

(雑草生育期) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・吸収移行型の除草剤で非選択的にほとんどすべての一年 

生、越年生、多年生草本及び木本植物に作用する。 
・多年生雑草の中には、散布年には効果の発現が少なく、 

翌年の再生時期になって枯殺効果がわかるものがある。 
・散布時の雑草の草丈や茎葉面積が大きい程、効果が確実 

となるので、散布前に雑草の地上部を刈り払わない。 
・通常 2～7 日で効果が発現し、効果完成までさらに日数

を要するので、誤って再散布しない。  
・スギナ防除に際しては、スギナが他雑草の中に埋没して 

いるような条件の散布では効果が劣ることがあるので、 

スギナにかかるように注意して散布する。  
・一年生広葉雑草、または多年生雑草のうちススキ、セイ 

タカアワダチソウ等を主対象に使用する場合、もしくは 

生育の進んだマルバツユクサに使用する場合、所定量の 

範囲内で多めの薬量を使用する。 
・処理後 1 時間以内の降雨は効果を低下させることがある 

ので、天候を良く見極めてから散布する。 
・少量散布の場合は、専用のノズルを用いて雑草木の葉面 

に均一に散布する。 
・出芽後に散布すると薬害を生じる恐れがあるので、必ず 

出芽前に散布する。 

ラッソー乳剤 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 

は種後出芽前 
 
 
 
 
 
 
 

・土壌処理剤のため、雑草の発生前に使用する。 
・イネ科雑草には卓効だが、タデ科、アカザ科などの広葉 

雑草には効果が劣る。 
・砕土、整地は丁寧に行い、は種後の鎮圧も行うようにす 

る。 
・有機物を多く含む土壌や粘質土では所定量の範囲内で多 

めの薬量を散布する。 

ワンホープ乳

剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
多年生イネ科

雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
又は全面散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とうもろこし 3

～5 葉期 

但し、収穫 30 日

前まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・剤への適用品種に使用する。「2024 年度 ﾜﾝﾎｰﾌﾟ乳剤の

適用品種一覧」参照 
・一年生イネ科雑草から一年生広葉雑草、さらにシバムギ、 

レッドトップなどの多年生イネ科雑草まで対象とする。 

特に生育期のイネ科雑草をしっかり防除できる。 
・有機リン系殺虫剤との混用および 7 日以内の近接散布

は、薬害を生じることがあるので避ける。 
・散布数日後、一時的に退色および生育抑制を生じること 

があるが、その後の生育・収量には影響しない。 
・散布直後の降雨は、効果を低下させるので、天候に注意 

して散布する。 
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１１－（２）　ソルガム １１－（２）　ソルガム

飼料作物－ソルガム－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 オルトラン水和剤 普 アセフェート 1B

2 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A

飼料作物－ソルガム－その他

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

カ
ラ
ス

キ
ジ
キ
ジ
バ
ト

ス
ズ
メ

ハ
ト
ム
ク
ド
リ

1 キヒゲンＲ－２フロアブル 普 チウラム - ○ ○ ○ ○ ○ ○

作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

-

○

○

○

ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
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ソルガム                                                    ソルガム 
各論作成日:2024 年 11 月１日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

11-(2）ソルガム 
 
病害虫防除  

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

 紫斑点病 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．抵抗性品種を栽培する。 
 ２．早まきによる早期収穫を行う。 
収穫時 
  刈り遅れしない。 
収穫後 
  収穫残さを除去する。 

 

・梅雨時期から発生し始め、夏から秋にかけて最 

もまん延する。  
・赤紫色、楕円形、長さ 5～20 ㎜、幅 3～10 ㎜の

病斑を多数形成する。 
 
 
 

ツマジロクサ

ヨトウ 
 
 
 
 
 
 
 

生育期 
  定期的にほ場を巡回し、早期発見に努める。 
発生時 
 １．適用薬剤を散布する。 
 ２．収穫可能な場合は直ちに収穫・調製を行う。 
収穫後 
  発生ほ場の土壌中にはさなぎが残存している可能性

があるため、刈り取り後は速やかに耕起して残存害虫を

駆除する（複数回が望ましい）。 
 

・薬剤を散布するときは、幼虫の活動が活発にな 

る早朝に、散布することが望ましい。 
・幼虫は軟らかい葉を好んで食害する傾向がある 

ため、特に生育初期は注意する。 
・とうもろこし、ソルガム、野菜類等など広く農 

作物を食害し、生育初期の食害では被害が甚大 

になるため、特に注意して発見に努める。 
 
 

鳥害防止 
（カラス、キ

ジ、キジバト、

スズメ、ハト、

ムクドリ） 
 

は種前 
  種子に薬剤塗沫処理を行う。 
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ソルガム                                                    ソルガム 
各論作成日:2024 年 11 月１日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

雑草防除 
 ・砕土、整地は丁寧に行い、種子が露出しないように覆土はできるだけ丁寧に行う。 
 ・散布薬剤の飛散、あるいは本剤の流出によって有用植物に薬害が生じることのないように十分注意して散布する。 
 ・周辺の作物や構造物等にかからないように注意する。 
 ・皮膚に付着しないように注意する。付着した場合には直ちに石けんを使用し水で良く洗い流す。 
  ・使用後、タンク、ホース、ブーム、ノズル内に薬液が残らないよう散布器具等はよく洗浄し、他の用途に使用する場合は、  

十分に注意する。 

除草剤名 
 

適用雑草 
 

使用方法 
(適用土壌) 

使用時期 
 

使用上の注意 
 

ゲザノンゴー

ルド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種直後 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・イチビ、アレチウリ、ヨウシュチョウセンアサガオなど 

強害帰化雑草にも有効である。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・イチビの防除を行う場合には、所定量の範囲内で多めの 

薬量を散布する。 
・ソルガムに使用する場合、次のような条件下では出芽抑 

制及び生育抑制等の薬害を生じる恐れがあるため、使用 

を避ける。 
  土壌の種類：過湿土壌及び砂質土壌 
  生育ステージ：出芽直前 
・散布直前に降雨があった場合、また、散布直後に降雨が 

予想される場合は使用を避ける。 
・砂土では使用しない。 
・蚕に対して影響があるため、周辺の桑葉にかからないよ 

う注意する。 
・水稲に薬害を生じるおそれがあるため、当年及び翌年の 

水稲栽培をさける。 

ゲザプリムフ

ロアブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生広葉雑

草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布

及び雑草茎葉

散布 
(砂土を除く全

土壌) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種後 

雑草発生前～始

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・畑作一年生雑草全般、ツユクサには特に土壌処理で効果 

が大きい。  
・茎葉部からの吸収も一部みられ、幼少雑草に対しても効 

果を発揮するが、雑草の発芽直前から発芽揃期までの散 

布が最も効果が高いので、できるだけ早めに散布する。 
・砂土、水はけのよい土壌では薬害を生じる恐れがあるの 

で使用しない。また雨の多い時期、場所での使用は避け 

る。 
・覆土は丁寧に行い、覆土深は 3 ㎝程度にする。 
・多年性、深根性雑草には効果が期待できない。 
・本剤処理後、短期間内に後作物を作付する場合、後作物 

に影響をあたえることがあるので、予め発芽試験を行う 

等安全性を確認してから作付する。 
・イネ科雑草には効果が不十分な場合があるので、それら 

が優先するほ場での使用は避ける。 
・蚕に対して影響があるため、周辺の桑葉にかからないよ 

う注意する。 

ゴーゴーサン

細粒剤Ｆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は 種 後 出 芽 前

(雑草発生前) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・雑草の発生前～発芽時に有効であるが、雑草の生育が進 

むと急激に効果が低下するので、使用時期を逸しないよ 

うに散布する。 
・イネ科及び広葉の一年生雑草に効果があるが、キク科雑 

草とツユクサには効果が劣るので、これらの雑草の優先 

ほ場では使用しない。 
・土壌が極端に乾燥している場合は効果が劣るので、土壌 

が適度の水分を含んでいる時に散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・覆土深は 3 ㎝以上とする。また、散播では使用しない。 
・激しい降雨が予想される時には使用を避ける。 
・砂土では使用しない。 
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ソルガム                                                    ソルガム 
各論作成日:2024 年 11 月１日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

  除草剤名    

 

  適用雑草   

 

  使用方法 

 (適用土壌)   

   使用時期     

 

                    使用上の注意                     

 

ゴーゴーサン

乳剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
雑草茎葉散布

又は全面土壌

散布 
 
 
 
 
 
 

は 種 後 出 芽 前

(雑草発生前) 
 
 
ソルガム 3 葉期

(雑草発生前～

発生始期) 
 
 
 
 
 
 

・雑草の発生前～発芽時に有効であるが、雑草の生育が進 

むと急激に効果が低下するので、使用時期を逸しないよ 

うに散布する。 
・イネ科及び広葉の一年生雑草に効果があるが、キク科雑 

草とツユクサには効果が劣るので、これらの雑草の優先 

ほ場では使用しない。 
・土壌が極端に乾燥している場合は効果が劣るので、希釈 

水の量を多めにするか降雨後に散布する。 
・砕土、整地及び覆土は丁寧に行う。 
・覆土深は 3 ㎝以上とする。また、散播では使用しない。 
・激しい降雨が予想される時には使用を避ける。 
・桑にかからないよう注意する。 
・砂土では使用しない。 

バサグラン液

剤（ナトリウム

塩） 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
（イネ科を除

く） 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
又は全面散布 
 
 
 
 
 
 

生育期 
(但し、収穫 30 日

前まで) 
 
 
 
 

・イネ科雑草には効果がないため、イネ科雑草が優先する 

ほ場での使用は控える。イネ科雑草が混在する場合はこ 

れらに有効な除草剤との体系で使用する。 
・散布後、曇天、降雨日が長く続くと効果が劣ることがあ 

るため、晴天時に散布する。 
・高温条件化では、薬害を生じやすいので異常高温化での 

散布は避ける。 
・重複散布は薬害のおそれがあるので避ける。 

ラウンドアッ

プマックスロ

ード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耕起前又はは種

前まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・吸収移行型の除草剤で非選択的にほとんどすべての一年 

生、越年生、多年生草本及び木本植物に作用する。 
・多年生雑草の中には、散布年には効果の発現が少なく、 

翌年の再生時期になって枯殺効果がわかるものがある。 
・散布時の雑草の草丈や茎葉面積が大きい程、効果が確実 

となるので、散布前に雑草の地上部を刈り払わない。 
・通常 2～7 日で効果が発現し、効果完成までさらに日数

を要するので、誤って再散布しない。  
・スギナ防除に際しては、スギナが他雑草の中に埋没して 

いるような条件の散布では効果が劣ることがあるので、 

スギナにかかるように注意して散布する。  
・一年生広葉雑草、または多年生雑草のうちススキ、セイ 

タカアワダチソウ等を主対象に使用する場合、もしくは 

生育の進んだマルバツユクサに使用する場合、所定量の 

範囲内で多めの薬量を使用する。 
・処理後 1 時間以内の降雨は効果を低下させることがある 

ので、天候を良く見極めてから散布する。 
・少量散布の場合は、専用のノズルを用いて雑草木の葉面 

に均一に散布する。 
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ソルガム                                                    ソルガム 
各論作成日:2024 年 11 月１日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

  除草剤名    
 

  適用雑草   
 

  使用方法 
 (適用土壌)   

   使用時期     
 

                    使用上の注意                     
 

ラッソー乳剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種直後(雑草

発生前) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・土壌処理剤なので必ず雑草の発生前に使用する。 
・イネ科雑草には卓効だが、タデ科、アカザ科などの広葉 

雑草に対しては効果が劣る。 
・砕土、整地は丁寧に行い、は種後の鎮圧も行うようにす 

る。 
・有機物を多く含む土壌や粘質土では所定量の範囲内で多 

めの薬量を散布する。 
・砂質土壌では薬害を生じる恐れがあるので使用は避け  

る。 
・は種時の覆土は 3 ㎝以上とする。また、散播では使用し 

ない。 
・薬剤処理は土壌表面が乾いた状態で行う。 
・激しい降雨が予想される場合は使用しない。 
・ソルガムは品種が多く、薬剤に対する品種間差もあるた 

め、使用の際には病害虫防除所等関係機関の指導を受け 

る。 

ロロックス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全面土壌散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は種直後(雑草

発生前) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・イネ科雑草が優先しているところでは、他剤との現地混 

用又は体系処理が望ましい。 
・処理後土の表層をこわしたり、動かしたりしない。 
・十分にかき混ぜてから均一に散布する。 
・土壌表面が適湿の時が効果的である。 
・雑草発生前よりも発生直後の方が除草効果は安定する。 
・生育の進んだ雑草には効果が劣る場合があるので、時期 

を逸しないように散布する。 
・覆土は細かく砕いて均一厚めに行い、砂土では使用しな 

い。 
・激しい降雨が予想される場合は使用しない。 
・蚕に対して影響があるので、桑葉にはかからないように 

する。 
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１１－（３）　いね科牧草　 １１－（３）　いね科牧草

飼料作物－牧草－いね科牧草－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1

飼料作物－牧草－いね科牧草－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ウ
リ
ハ
ム
シ
モ
ド
キ

ウ
ン
カ
類

ゾ
ウ
ム
シ
類

ヨ
コ
バ
イ
類

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ム
ギ
ダ
ニ

1 アルバリン顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A ○ - - - - - -

2 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 スタークル顆粒水溶剤 抑制 普 ジノテフラン 4A ○ - - - - - -

4 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A ○ - - - - - -

雪
腐
大
粒
菌
核
病

病害虫雑草名

○

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類

病害虫雑草名

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
作用機構
分類
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いね科牧草                                              いね科牧草 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

11-(3) いね科牧草 
 
病害虫防除 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

冠さび病 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．抵抗性品種を栽培する。 
 ２．厚播きしない(イタリアンライグラスでは種量は    

2～3kg/10a)。 
収穫期 
   刈り遅れしない。 

 

・初めは黄色の腫れ物状の病斑であるが、やがて 

長さ 1～2mm、幅 0.5mm 程度の楕円形病斑とな

り、表皮が破れて中から黄色～オレンジ色の 

夏胞子が現れる。 
 
 

葉腐病 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
  標準は種量を守り厚播きしない。 
生育期 
  発病が多い場合、一部早刈りして風通しをよくする。 
収穫期 
   刈り遅れしない。 
収穫後 
  刈り取った牧草は速やかに収納する。 

 

・初めは灰緑色、水浸状に葉が変色し、やがてゆ 

でたように軟化する。罹病植物上には、明褐色 

～褐色、直径 5mm 程度の菌核が形成される。 
・高温多湿で多発し、雨が続くとまん延する。 
・株間の湿度が高まると激発する。 
 
 
 

すじ葉枯病 
(条葉枯病) 
 
 
 
 

は種前 
  抵抗性品種を栽培する。 
生育期 
  肥料切れを避ける。 
収穫期 
   低刈りにし、刈り遅れしない。 

 

・はじめ灰褐色～茶褐色又は紫褐色の楕円形病斑 

ができ、しだいに葉脈間を縦に伸びて、長さ  

0.5～4 ㎝、幅 1～3mm の線状の病斑を形成する。 
・春秋の多湿時や梅雨期に発生が多い。 
 
 

雪腐大粒菌核

病 
 
 
 

根雪前 
 １．越冬前の草丈を 15 ㎝程度にしておく。 
 ２．適用薬剤を散布する。 
は種時 
  リン酸肥料を増肥する。 

 

・積雪下の葉や茎が水浸状に枯れ、融雪後乾燥す 

ると漂白したように白くなる。 
・肥料切れは被害を助長する。 
・長期の根雪により多発する。 
 

アブラムシ類 
 

生育期 
  ほ場の風通しをよくする。 

発生時 
 適用薬剤を散布する。 

 

・4～5 月及び初冬(11 月頃)に発生する。 
・春先に乾燥が続くと多発する。 
 

ムギダニ 
 
 
 
 
 

は種前 
   冬作作物として、早生のエンバクを栽培し、年内刈り

をする事で発生を抑える。 
は種後 
  １．畦畔雑草を刈り取る。 
  ２．生息密度の上昇期に適用薬剤を散布する。 

 

・乾燥時に発生しやすい。 
・深耕(プラウ耕)により生息密度の低下が認めら 

れる。 
・曇天の日や夕方以降に葉上に現れるので、防除 

はこの時に行う。 
 

アワヨトウ 
 
 
 

発生時 
 １．発生初期に刈り取りを行う。 
 ２．適用薬剤を散布する。 
 

・暴食性があり、被害が大きい。食痕が不規則な 

欠刻で残る。 
・発生回数は関東地方で年 3～4 回とされる。 
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いね科牧草                                              いね科牧草 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

雑草防除 
 ・砕土、整地は丁寧に行い、種子が露出しないように覆土はできるだけ丁寧に行う。 
 ・散布薬剤の飛散、あるいは本剤の流出によって有用植物に薬害が生じることのないように十分注意して散布する。 
 ・周辺の作物や構造物等にかからないように注意する。 
 ・皮膚に付着しないように注意する。付着した場合には直ちに石けんを使用し水で良く洗い流す。 
  ・使用後、タンク、ホース、ブーム、ノズル内に薬液が残らないよう散布器具等はよく洗浄し、他の用途に使用する場合は、  

十分に注意する。  

除草剤名 
 

適用雑草 
 

使用方法 
(適用土壌) 

使用時期 
 

使用上の注意 
 

バンベルーＤ

液剤 
 
 
 
 
 

ギシギシ 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 

秋期最終刈取後 
30 日以内 
 
 
 
 
 

・いね科牧草でのは種当年の雑草用には使用しない。 
・展着剤を加えて散布するとより効果が増す。 
・エゾノギシギシの越冬株には薬量を多めにする。 
・広葉雑草のうちカタバミには効果が劣るので、それらの 
 優占する所では使用を避ける。 
・まめ科牧草には薬害を生じるので、まめ科牧草優占草地

での使用は避ける。 

 

ハーモニーＤ

Ｆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生広葉雑

草 
 
 
 
ギシギシ類 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布

又は全面散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採草21日前まで

(雑草生育期) 
 
 
 
採草21日前まで

(雑草生育期) 

 

新播草地定着後

(但し、採草21日

前まで) 

 
 
 
 

・一番草刈取後(夏処理)から最終番草刈取後(秋処理)まで 

幅広く使用できる。 
・調製した薬剤は速やかに使用する。 
・ギシギシの葉が展開してから散布する。 
・新播草地定着後の散布適期はギシギシ類草丈 20 ㎝以下

であり、生育の進んだ雑草には効果が劣るので、時期を

逸しないように散布する。 
・散布後 21 日間は採草及び放牧を行わない。 
・タンク内や散布器具に残った薬液は他作物に影響を及ぼ 

す可能性があるため、ハーモニー洗浄剤を用いた所定の 

手順で洗浄する。 
・クローバーに対して薬害を生じるので使用しない。 
・耐性雑草が現れるので、3 年以上の連用を避ける。 
・砂土では使用しない。 

タッチダウン

ｉＱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
多年生雑草 

 
 
一年生及び多

年生雑草 
 
 
 

 

リードカナリ

ーグラス 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耕起 10 日以前 
(雑草生育期) 

 
 
は種 10 日前～ 
は種当日(耕起

整地後：雑草発

生揃期) 
 

 

最終刈取後 
(雑草生育期) 
 
 
 

・スギナ、ススキ、チガヤ、カヤツリグサ、セイタカアワ

ダチソウなどの難防除雑草にも高い殺草力を発揮する。 
・散布 1 時間後に降雨があっても安定した効果を発揮す

る。 
・雑草の種類や大きさ、発生密度によって適正な薬量が異 

なるので、その程度に応じて所定量の範囲内で適宜薬量 

を増減する。 
・多年生雑草を地上部及び地下部まで含めて枯殺するに 

は、雑草の生育盛期から生育終期又は開花期前までに散

布する。 
・スギナの防除の際は、スギナが生育盛期を過ぎた時期及 

びスギナが他雑草に埋没している条件での散布は効果

が劣ることがあるので、適期に注意して散布する。 
・リードカナリーグラスに使用する場合、雑草が生え揃っ 

た時期以降に散布し、草丈の目安は 20 ㎝以上 50cm 以下

とする。 
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いね科牧草                                              いね科牧草 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 

除草剤名 
 

適用雑草 
 

使用方法 
(適用土壌) 

使用時期 
 

使用上の注意 
 

ラウンドアッ

プマックスロ

ード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生及び多

年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
多年生イネ科

雑草 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耕起前まで 
(雑草生育期) 
 
 
耕起整地後 ～ 
は種当日まで 
(雑草発生揃期) 
 
 
最終刈取後：雑

草生育期 
 
 
 
 
 
 
 
 

・吸収移行型の除草剤で非選択的にほとんどすべての一年 

生、越年生、多年生草本及び木本植物に作用する。 
・多年生雑草の中には、散布年には効果の発現が少なく、 

翌年の再生時期になって枯殺効果がわかるものがある。 
・散布時の雑草の草丈や茎葉面積が大きい程、効果が確実 

となるので、散布前に雑草の地上部を刈り払わない。 
・通常 2～7 日で効果が発現し、効果完成までにさらに日

数を要するので、誤って再散布しない。 
・一年生広葉雑草、または多年生雑草のうちススキ、セイ

タカアワダチソウ等を主対象に使用する場合、もしくは 

生育の進んだマルバツユクサに使用する場合、所定量の 

範囲内で多めの薬量を散布する。 
・処理後 1 時間以内の降雨は効果を低下させることがある 

ので、天候を見極めてから散布する。 
・少量散布の場合は、希釈水量に応じ、それぞれ専用のノ

ズルを用いて雑草木の葉面に均一に散布する。 
・リードカナリーグラスに使用する場合、雑草が生え揃っ 

た時期以降に散布し、草丈の目安は 20 ㎝以上とする。 
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１１－（４）　まめ科牧草 １１－（４）　まめ科牧草

飼料作物－牧草－まめ科牧草－殺菌剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

1 トップジンＭ水和剤 普
チオファネートメチ
ル

1

飼料作物－牧草－まめ科牧草－殺虫剤

※農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている登録内容・注意事項を確認してください。
更新年月日：2024/11/1

ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ウ
リ
ハ
ム
シ
モ
ド
キ

ウ
ン
カ
類

ヨ
コ
バ
イ
類

1 オルトラン水和剤 普 アセフェート 1B ○ - - -

2 スミチオン乳剤 普 ＭＥＰ 1B ○ ○ ○ ○

3 モスピラン顆粒水溶剤 抑制 劇 アセタミプリド 4A ○ - - -

作用機構
分類

病害虫雑草名

作用機構
分類

病害虫雑草名

○

菌
核
病

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類

農薬の名称
群馬県
指定

製剤
毒性

有効成分の種類
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まめ科牧草                                                                                    まめ科牧草 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

11-(4) まめ科牧草 
 
病害虫防除 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

黒かび病 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅雨時、秋雨時 
  発生箇所は早期に刈り取り、ほ場外に出す。 
収穫時 
  刈り遅れしない。 
 
 
 
 
 

・高温多湿で多発する。 
・アカクローバに発生が多い。 
・過繁茂の草に発生する。 
・葉に黒褐色、不定形の病斑が形成され、それら 

が互いに融合して葉の全体を覆う大型病斑と

なる。病斑中心部には黒い毛羽だった菌核が形

成される。 
・罹病草の給与により、「よだれ症状」が 発生

する。 

 

すす点病 
 
 
 

は種時 
  イネ科作物と混播する。 
収穫時 
  刈り遅れしない。 

・冷涼地で発生し、葉の裏側に黒いすす状のかび 

を生じる。 
・4 月～梅雨時に発生する。 
・野生のシロクローバに発生が多い。 

 

いぼ斑点病 
 
 

収穫時 
  刈り遅れしない。 
 

・冷涼多湿条件で多発する。 
・褐色～黒褐色の直径 1～3mm の小点が多数形成  

される。 

 

茎枯病 
 
 
 
 

生育期 
  アブラムシを防除する。 
収穫時 
  刈り遅れしない(ただし、早期刈り取りは後に欠株を

招くので行わない)。 

・アルファルファに発生が多い。 
・冷涼多湿条件で多発する。 
・黒褐色で針頭大～ゴマ粒大の不揃いの病斑を多 

数形成する。 
・アブラムシの排せつ物が栄養源となる。 

 

菌核病 
 
 
 
 
 
 
 

は種前 
 １．深耕を行い感染源を埋没させる。 
 ２．1 ヵ月間湛水状態にする。 
は種時 
 １．抵抗性品種を栽培する。 
 ２．連作を避ける。 
収穫時 
  刈り遅れしない。 

・冷涼多湿地域で発生する。 
・初め小さな斑点が現れ、やがて葉や茎が黄化、 

枯死する。 
 
 
 
 
 

アブラムシ類 
 
 
 
 

生育時 
  ほ場の風通しをよくする。 
発生時 
 １．早期に刈り取りを行う。 
 ２．適用薬剤を散布する。 

 

・アルファルファとクローバ類に発生が多い。 
・4～5 月及び初冬(11 月頃)に発生する。 
・春先に乾燥が続くと多発する。 
 
 

ウリハムシモ

ドキ 
 
 

は種前 
  イネ科作物と混播する。 
発生時 
  適用薬剤を散布する。 

 

・乾燥気味で牧草の生育がよくない場所に発生が 

多い。 
・幼虫期の防除が最も効果的である。 
 

ハスモンヨト

ウ 
 
 
 
 
 

生育期  
  ほ場周辺の雑草を除去する(ハスモンヨトウ防除対策

の項参照)。 
発生時 
 １．発生初期に刈り取りを行う。 
 ２．イネ科作物と混播する。 
 ３．適用薬剤を散布する。 

・アルファルファとクローバ類に発生が多い。 
・発生回数は年 4～5 回とされる。 
・8～9 月に多発する。 
・雑草にも生息する。 
・若齢幼虫の防除が最も効果的である。 
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まめ科牧草                                                                                    まめ科牧草 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

雑草防除 
 ・砕土、整地は丁寧に行い、種子が露出しないように覆土はできるだけ丁寧に行う。 
 ・散布薬剤の飛散、あるいは本剤の流出によって有用植物に薬害が生じることのないように十分注意して散布する。 
 ・周辺の作物や構造物等にかからないように注意する。 
 ・皮膚に付着しないように注意する。付着した場合には直ちに石けんを使用し水で良く洗い流す。 
  ・使用後、タンク、ホース、ブーム、ノズル内に薬液が残らないよう散布器具等はよく洗浄し、他の用途に使用する場合は、  

十分に注意する。 

除草剤名 
 

適用雑草 
 

使用方法 
(適用土壌) 

使用時期 
 

使用上の注意 
 

タッチダウン

ｉＱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一年生雑草 
多年生雑草 
 

 

 

一年生及び多

年生雑草 
 
 
 

 

リードカナリ

ーグラス 
 
 
 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耕起 10 日以前 
(雑草生育期) 

 
 
 
は種 10 日前～ 
は種当日(耕起

整地後：雑草発

生揃期) 
 

 

最終刈取後 
(雑草生育期) 
 
 
 

・スギナ、ススキ、チガヤ、カヤツリグサ、セイタカアワ

ダチソウなどの難防除雑草にも高い殺草力を発揮する。 
・散布 1 時間後に降雨があっても安定した効果を発揮す

る。 
・雑草の種類や大きさ、発生密度によって適正な薬量が異 

なるので、その程度に応じて所定量の範囲内で適宜薬量  

を増減する。 
・多年生雑草を地上部及び地下部まで含めて枯殺するに  

は、雑草の生育盛期から生育終期又は開花期前までに散 

布する。 
・スギナの防除の際は、スギナが生育盛期を過ぎた時期及 

びスギナが他雑草に埋没している条件での散布は効果

が 劣ることがあるので、適期に注意して散布する。 
・リードカナリーグラスに使用する場合、雑草が生え揃っ 

た時期以降に散布し、草丈の目安は 20cm 以上 50cm 以下

とする。 

 

ラウンドアッ

プマックスロ

ード 
 
 
 
 
 
 
 

一年生及び多

年生雑草 
 
 
 
 
 
 
 
多年生イネ科

雑草 

雑草茎葉散布 
 
 
 
 
 
 
 
 

耕起前まで 
(雑草生育期) 
 
 
耕起整地後～ 
は種当日まで 
(雑草発生揃期) 
 
 
最終刈取後：雑

草生育期 

・吸収移行型の除草剤で非選択的にほとんどすべての一年 

生、越年生、多年生草本及び木本植物に作用する。 
・多年生雑草の中には、散布年には効果の発現が少なく、 

翌年の再生時期になって枯殺効果がわかるものがある。 
・散布時の雑草の草丈や茎葉面積が大きい程、効果が確実 

となるので、散布前に雑草の地上部を刈り払わない。 
・通常 2～7 日で効果が発現し、効果完成までにさらに日

数を要するので、誤って再散布しない。 
・一年生広葉雑草、または多年生雑草のうちススキ、セイ

タカアワダチソウ等を主対象に使用する場合、もしくは 

生育の進んだマルバツユクサに使用する場合、所定量の 

範囲内で多めの薬量を散布する。 
・処理後 1 時間以内の降雨は効果を低下させることがある 

ので、天候を見極めてから散布する。 
・リードカナリーグラスに使用する場合、雑草が生え揃っ 

た時期以降に散布し、草丈の目安は 20 ㎝以上とする。 
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簡易サイロ・ラップサイロ                                                    簡易サイロ・ラップサイロ 
各論作成日:2024 年 11 月 1 日  必ずラベルを確認してから農薬を使用してください。 

 
                    
11-(5) 簡易サイロ・ラップサイロ 
 
病害虫防除 

病害虫名 防 除 方 法 参 考 事 項 

コオロギ 
 
 
 
 

貯蔵、保管時 
 １．ビニールサイロの食害防止には 30cm 以上の高さの    

隔障板を設置する。 
 ２．ビニールサイロやラップサイロ周囲の雑草を防除す   

る。 

 

 
 
 
 
 

鳥害防止 
(主にカラス) 

貯蔵、保管時 
   テグス等の糸を張る。 

 

・鳥害が著しい場合を除いて防鳥ネット、網等で 

覆うことはネズミ害を助長する。 

野そ 
 
 
 
 
 

貯蔵､保管時 
 １．ラップサイロ間隔は 50 ㎝以上とし、見通しを確保 

する。 
 ２．ビニールサイロやラップサイロ周囲の雑草を防除す 

る。 
 

・ラップサイロの下にパレットやスノコ、タイヤ 

等を敷くと被害を助長する。 
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１．殺虫剤

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

アドマイヤー水和剤

アドマイヤー顆粒水和剤

アドマイヤー１粒剤

アドマイヤーＣＲ箱粒剤

トレボン乳剤

トレボンＥＷ

トレボンエアー

エトフェンプロックス粉剤 トレボン粉剤DL

トレボンMC

トレボンスカイＭＣ

エトフェンプロックス粒剤 トレボン粒剤

エトフェンプロックス・ジノテフラン水和剤 トレボンスターフロアブル 

エトフェンプロックス・ジノテフラン粉剤 トレボンスター粉剤ＤＬ

エトフェンプロックス・ジノテフラン乳剤　 スタートレボンＷ１０

カルタップ水溶剤 パダンＳＧ水溶剤

カルタップ粒剤 パダン粒剤４

カルボスルファン粒剤 ガゼット粒剤

カルボスルファン・フィプロニル粒剤 ギャング粒剤

クロチアニジン粉剤
ダントツ粉剤DL
ダントツH粉剤DL

クロチアニジン水溶剤 ダントツ水溶剤 

ダントツフロアブル

ダントツＥＸフロアブル

ダントツ粒剤

ダントツ箱粒剤

ワンリード箱粒剤０８

クロチアニジン・スピネトラム粒剤
ワンリードＳＰ箱粒剤
ボクシーＤＳ箱粒剤

クロラントラニリプロール粒剤 フェルテラ箱粒剤

クロラントラニリプロール・ジノテフラン粒剤 フェルテラスタークル箱粒剤ＣＵ 

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム粒剤 フェルテラゼクサロン箱粒剤

クロラントラニリプロール・ピメトロジン粒剤 フェルテラチェス箱粒剤

クロラントラニリプロール・ベンフラカルブ粒剤 オーベスト箱粒剤

シアントラニリプロール水和剤 バズ顆粒水和剤、フォルテンザFS

シアントラニリプロール粒剤 パディート箱粒剤

シアントラニリプロール・トリフルメゾピリム粒剤 ゼクサロンパディート箱粒剤

シアントラニリプロール・ピメトロジン水和剤 ミネクトスター顆粒水和剤

スタークル液剤１０

スタークルメイト液剤１０

ジノテフラン剤 スタークル豆つぶ

スタークル顆粒水溶剤

アルバリン顆粒水溶剤

スタークル粉剤ＤＬ

アルバリン粉剤ＤＬ

スタークルＬ粉剤ＤＬ

ジノテフラン液剤

ジノテフラン水溶剤

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

（令和6年2月20日通知に対応）

イミダクロプリド水和剤

イミダクロプリド粒剤

クロチアニジン粒剤

ジノテフラン粉剤

エトフェンプロックス乳剤

エトフェンプロックスマイクロカプセル剤

クロチアニジン水和剤

1 ページ
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１．殺虫剤

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

スタークル粒剤

アルバリン粒剤

スタークル箱粒剤

スタークル１キロＨ粒剤

スタークルメイト１キロＨ粒剤

アトラクトン箱粒剤

スターダム箱粒剤

ジノテフラン・ブプロフェジン水和剤 アプロードスタークルゾル 

ジノテフラン・ベンズピリモキサン水和剤 オーケストラスタークルエアー

スピネトラム水和剤 ディアナＳＣ 

スピノサド粒剤 スピノエース箱粒剤、ゼロカウント粒剤

プリンススピノ粒剤６

プリンススピノ粒剤１０

スルホキサフロル粉剤 エクシード粉剤ＤＬ

スルホキサフロル水和剤 エクシードフロアブル

チアクロプリド粒剤 バリアード箱粒剤

テトラニリプロール水和剤　
ヨーバルシードFS
ヨーバルキングフロアブル

テトラニリプロール粒剤 ヨーバル箱粒剤

ロムダンエアー

ロムダンゾル

テブフェノジド粉剤 ロムダン粉剤DL

トリフルメゾピリム水和剤（ただし、灌注に限る）　 ペキサロンフロアブル ※
トリフルメゾピリム粒剤 ゼクサロン箱粒剤

フィプロニル粒剤 プリンス粒剤

アプロード水和剤

アプロードゾル

アプロードフロアブル

ブプロフェジン粉剤 アプロード粉剤ＤＬ

ブプロフェジン粒剤 アプロード粒剤

ベンズピリモキサン水和剤 オーケストラフロアブル

オンコル粒剤５

グランドオンコル粒剤
オンコルCR箱粒剤

メタアルデヒド粒剤

ジャンボたにしくん
メタレックッスRG粒剤
スクミノンメイト
スクミノン
スクミノン５
ジャンボタニシ退治粒剤

メトキシフェノジド水和剤 ランナーフロアブル

スクミンベイト３

スクミンブルー

スミバッサ粉剤

スミバッサ粉剤２０ＤＬ

スミバッサ粉剤５０ＤＬ

ＭＥＰ乳剤 スミチオン乳剤

スミチオン粉剤２

スミチオン粉剤３ＤＬ

スミチオン粉剤２ＤＬ

ＭＥＰマイクロカプセル剤 スミチオンＭＣ

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

ジノテフラン粒剤

燐酸第二鉄粒剤

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和6年3月時点で販売実績のある製品ですのでご了承下さい。

スピノサド・フィプロニル粒剤

テブフェノジド水和剤

ブプロフェジン水和剤

ベンフラカルブ粒剤

ＢＰＭＣ・ＭＥＰ粉剤

ＭＥＰ粉剤

2 ページ
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２．殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

アゾキシストロビン水和剤（希釈倍数8倍、30倍、300倍、1000倍及
び1000～1500倍の使用方法に限る）

アミスターエイト　（原液空中散布を除く）

スタウト顆粒水和剤

ルーチンフロアブル

ルーチンシードFS

イソチアニル粒剤 ルーチン粒剤

イソプロチオラン水和剤 フジワン水和剤

イソプロチオラン乳剤 フジワン乳剤

イソプロチオラン粉粒剤 フジワンパック

フジワン粒剤

フジワン１キロ粒剤

イソプロチオラン・フルトラニル粒剤 フジワンモンカット粒剤

イプコナゾール・銅水和剤 テクリードＣフロアブル

オキソリニック酸水和剤 スターナ水和剤

オキソリニック酸・プロクロラズ水和剤 スポルタックスターナＳＥ

醸造酢液剤 エコフィット

タフブロックSP

タフエイド

タフブロック

モミキーパー

チアジニル水和剤 ブイゲットフロアブル

チアジニル粒剤 ブイゲット箱粒剤

チオファネートメチル水和剤
トップジンＭゾル
トップジンＭ水和剤

チウラム８０、

アンレス 【忌避剤】

キヒゲンＲ－２フロアブル 【忌避剤】

チウラム・ベノミル水和剤 ベンレートＴ水和剤２０

チウラム・ペフラゾエート水和剤 ヘルシードＴフロアブル

ドイツボルドーＡ

ボルドー

Ｚボルドー粉剤ＤＬ

モミガードＣ水和剤

モミガードＣ・ＤＦ

テブフロキン水和剤 トライフロアブル

トリコデルマアトロビリデ水和剤 エコホープＤＪ

トリフルミゾール水和剤 トリフミン水和剤 

トリフルミゾール乳剤 トリフミン乳剤

サンブラス粒剤

ゴウケツ粒剤

サンブラス１キロ粒剤

ゴウケツ１キロ粒剤

サンブラス粒剤１８

ゴウケツ粒剤５００

サンブラスパック

ゴウケツパック

シングルキック箱粒剤

バチルス　シンプレクス水和剤 モミホープ水和剤

バチルス　ズブチリス水和剤 ボトキラー水和剤

ピカルブトラゾクス水和剤 ナエファインフロアブル

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

（令和6年2月20日通知に対応）

イソチアニル水和剤

イソプロチオラン粒剤

銅水和剤

チウラム水和剤

銅粉剤

銅・フルジオキソニル・ペフラゾエート水和剤

タラロマイセス　フラバス水和剤

トルプロカルブ粒剤

3 ページ
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２．殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

ピカルブトラゾクス粉剤 ナエファイン粉剤

ヒドロキシイソキサゾール液剤 タチガレン液剤

ヒドロキシイソキサゾール粉剤 タチガレン粉剤

ヒドロキシイソキサゾール・メタラキシルＭ 液剤 （育苗箱での使用に限る） タチガレエースＭ液剤 （育苗箱での使用に限る） 

ヒドロキシイソキサゾール・メタラキシルＭ 粉剤 （育苗箱での使用に限る） タチガレエースＭ粉剤 （育苗箱での使用に限る） 

ピロキロン剤 コラトップ豆つぶ

ピロキロン粉粒剤 コラトップジャンボＰ

コラトップ粒剤５

コラトップ１キロ粒剤１２

コラトップ粒剤２４

ピロキロン・フラメトピル粒剤 コラトップリンバー粒剤

フェリムゾン・フサライド水和剤（ ゾル剤及びフロアブル剤の希釈
倍数8倍、30培、300倍及び1000倍の使用方法に限る）

ブラシンゾル
ブラシンフロアブル
（希釈倍数8倍、30培、300倍及び1000倍の使用方法に限
る）

フェリムゾン・フサライド粉剤 ブラシン粉剤ＤＬ

フサライド水和剤 ラブサイドフロアブル

フサライド・フルトラニル水和剤 モンカットラブサイド２０フロアブル

フラメトピル粒剤 リンバー粒剤

フラメトピル・プロベナゾール粒剤 オリゼメートリンバー粒剤

フルジオキソニル水和剤 ウイスペクト水和剤５

モンカット水和剤

モンカット水和剤５０

モンカットフロアブル

モンカットフロアブル４０

フルトラニル粉剤 モンカットファイン粉剤２０ＤＬ

モンカット粒剤

モンカット１キロ粒剤２１

ラクオー・モンカット

プロクロラズ乳剤 スポルタック乳剤

プロベナゾール水和剤 オリゼメート顆粒水和剤

オリゼメート粒剤

オリゼメート粒剤２０

オリゼメート１キロ粒剤

Ｄｒ．オリゼ箱粒剤

オリゼメート粒剤４０

ファーストオリゼ箱粒剤

ベノミル水和剤 ベンレート水和剤

ベノミル・ＴＰＮ水和剤 ダコレート水和剤

ペフラゾエート乳剤 ヘルシード乳剤

ペンフルフェン水和剤 エバーゴルシードFS

メタラキシルＭ液剤 スクーデリアES

バシタック水和剤７５

バシタックゾル　（希釈倍率1 0 0 0倍及び1 0 0 0～ 1 5 0
0倍の使用方法に限る）

ダコニール１０００

ダコニールエース

ＴＰＮ粉剤 ダコニール粉剤

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

ピロキロン粒剤

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和6年3月時点で販売実績のある製品ですのでご了承下さい。

フルトラニル粒剤

プロベナゾール粒剤

メプロニル水和剤　（希釈倍数1000倍及び1000～ 1500倍の使用
方法に限る）

フルトラニル水和剤

ＴＰＮ水和剤

4 ページ
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３．殺虫殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

イミダクロプリド・イソチアニル粒剤 ルーチンアドマイヤー箱粒剤 

イミダクロプリド・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 エバーゴルフォルテ箱粒剤

イミダクロプリド・クロラントラニリプロール・イソチアニル粒剤 ルーチントレス箱粒剤

エバーゴルワイド箱粒剤

エバーゴルプラス箱粒剤

イミダクロプリド・スピノサド・イソチアニル粒剤 ルーチンアドスピノ箱粒剤

ルーチンアドスピノＧＴ箱粒剤

シャリオ箱粒剤

イミダクロプリド・スピノサド・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 ルーチンエキスパート箱粒剤

イミダクロプリド・チアジニル粒剤 ブイゲットアドマイヤー粒剤

エトフェンプロックス・アゾキシストロビン水和剤 アミスタートレボンＳＥ

エトフェンプロックス・ピロキロン粒剤 コラトップトレボン粒剤 

クロチアニジン・イソチアニル水和剤 ツインターボ顆粒水和剤

スタウトダントツ箱粒剤

スタウトダントツ箱粒剤０８

ツインターボ箱粒剤０８

ボクシー粒剤

クロチアニジン・イソチアニル・フラメトピル粒剤 箱大臣粒剤

クロチアニジン・イソプロチオラン粒剤 フジワンダントツ粒剤

クロチアニジン・クロラントラニリプロール・イソチアニル粒剤 ツインターボフェルテラ箱粒剤 

クロチアニジン・クロラントラニリプロール・イソチアニル・フラメトピル粒剤 フルターボ箱粒剤

クロチアニジン・シアントラニリプロール・イソチアニル粒剤 スタウトパディートＤＸ箱粒剤 

クロチアニジン・スピネトラム・イソチアニル粒剤
箱王子粒剤
ボクシーＳＰ粒剤

クロチアニジン･スピネトラム・イソチアニル・フラメトピル粒剤 箱いり娘粒剤

クロチアニジン・フィプロニル・イソチアニル粒剤 ハコナイト粒剤

クロチアニジン・フェリムゾン・フサライド水和剤 ブラシンダントツフロアブル

ブラシンダントツ粉剤DL

ブラシンダントツH粉剤DL

クロチアニジン・フサライド水和剤 ラブサイドダントツフロアブル

ダントツオリゼメート１０箱粒剤

Ｄｒ．オリゼダントツ箱粒剤

クロラントラニリプロール・イソプロチオラン粒剤 フジワンフェルテラ粒剤

サントリプル箱粒剤
サンフェスタ箱粒剤

クロラントラニリプロール・ジノテフラン・プロベナゾール粒剤 ビルダーフェルテラスタークル箱粒剤

ブイゲットフェルテラ粒剤

アプライフェルテラ粒剤

クロラントラニリプロール・チフルザミド・プロベナゾール粒剤 Dr.オリゼフェルテラグレータム粒剤

箱維新粒剤

箱将軍粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤スクラム箱粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・イソチアニル粒剤 防人箱粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・ジクロベンチアゾクス粒剤 ブーンゼクテラ箱粒剤

ブイゲットハコレンジャーＬ粒剤

ハコガード粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・チアジニル粒剤 ブイゲットフェルテラゼクサロンＬ粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・トルプロカルブ粒剤 サンスパイク箱粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・プロベナゾール粒剤 ビルダーフェルテラゼクサロン粒剤

クロラントラニリプロール・ピメトロジン・チアジニル粒剤 ブイゲットフェルテラチェスＬ粒剤

クロラントラニリプロール・ピメトロジン・チフルザミド・プロベナゾール粒剤 ビルダーフェルテラチェスGT粒剤

クロラントラニリプロール・ピメトロジン・ピロキロン粒剤 デジタルバウアー箱粒剤

クロラントラニリプロール・ピメトロジン・プロベナゾール粒剤 ビルダーフェルテラチェス粒剤

クロラントラニリプロール・プロベナゾール水和剤 側条オリゼメートフェルテラ顆粒水和剤

Ｄｒ．オリゼフェルテラ粒剤
ファーストオリゼフェルテラ粒剤

ジャッジフェルテラ箱粒剤

オーベストオリゼ１０箱粒剤

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

（令和6年2月20日通知に対応）

クロチアニジン・イソチアニル粒剤

クロチアニジン・プロベナゾール粒剤

クロラントラニリプロール・プロベナゾール粒剤

イミダクロプリド・クロラントラニリプロール・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤

イミダクロプリド・スピノサド・イソチアニル・チフルザミド粒剤

クロチアニジン・フェリムゾン・フサライド粉剤

クロラントラニリプロール・ジノテフラン・トルプロカルブ粒剤

クロラントラニリプロール・チアジニル粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・イソチアニル・フラメトピル粒剤

クロラントラニリプロール・トリフルメゾピリム・チアジニル・チフルザミド粒剤

クロラントラニリプロール・ベンフラカルブ・プロベナゾール粒剤
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３．殺虫殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

シアントラニリプロール・イソチアニル水和剤 ミネクトブラスター顆粒水和剤

スタウトパディート箱粒剤

ルーチンデュオ箱粒剤

ツインパディート箱粒剤

ルーチンパンチ箱粒剤

シアントラニリプロール・イソチアニル・ペンフルフェン水和剤 ミネクトフォルスターSC

シアントラニリプロール・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 ルーチンブライト箱粒剤

シアントラニリプロール・ジクロベンチアゾクス水和剤 ブーンバズSC ※

シアントラニリプロール・ジクロベンチアゾクス粒剤 ブーンパディート箱粒剤

ブイゲットパディート粒剤

アプライパディート粒剤

シアントラニリプロール・トリフルメゾピリム・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 フルスロットル箱粒剤

シアントラニリプロール・トルプロカルブ粒剤 ツインキック箱粒剤

シアントラニリプロール・ピロキロン粒剤 デジタルミネクト箱粒剤

Ｄｒ．オリゼパディート粒剤

ファーストオリゼパディート粒剤

ジノテフラン・チオファネートメチル水和剤 トップジンスタークルフロアブル

ジノテフラン・テブフェノジド・ブプロフェジン・フサライド・フルトラニル粉剤 ワイドナーエース粉剤ＤＬ

ハイパーキック箱粒剤

ゴウケツバスター箱粒剤

ジノテフラン・ピロキロン粒剤 コラトップスタークル１キロ粒剤 

ブレードスタークルゾル

ブレードスタークルRゾル

ジノテフラン・フェリムゾン・フサライド粉剤 ブレードスタークル粉剤DL

ジノテフラン・フサライド水和剤 ラブサイドスタークルフロアブル

ジノテフラン・フサライド粉剤 ラブサイドスタークル粉剤ＤＬ

ジノテフラン・ブプロフェジン・フルトラニル粉剤 アプロードモンカットスタークルＦ粉剤ＤＬ 

ジノテフラン・プロベナゾール水和剤

Ｄｒ．オリゼスタークル箱粒剤、オリザエートスター箱粒剤

ビルダースタークル箱粒剤

Ｄｒ．オリゼスタークル箱粒剤ＯＳ

ロングリーチ箱粒剤

スピノサド・フィプロニル・プロベナゾール粒剤
Dr.オリゼプリンススピノ粒剤６
Dr.オリゼプリンススピノ粒剤１０
ファーストオリゼプリンススピノ粒剤６

ルーチンバリアード箱粒剤

ルーチンコア箱粒剤

ブイゲットバリアード粒剤

ブイゲットバイソン粒剤

チアメトキサム・ピロキロン粒剤（チアメトキサムの含有量が2.0 % 以下の農
薬に限る）

デジタルコラトップアクタラ箱粒剤

テトラニリプロール・イソチアニル粒剤 ヨーバルトップ箱粒剤

テトラニリプロール・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 ヨーバルプライムEV箱粒剤

テトラニリプロール・ジクロベンチアゾクス粒剤 レシードプラス箱粒剤

テトラニリプロール・ジクロベンチアゾクス・ペンフルフェン粒剤 ブーンレパード箱粒剤

テトラニリプロール・ピメトロジン・イソチアニル粒剤 ヨーバルUG箱粒剤

テトラニリプロール・ピメトロジン・イソチアニル・ペンフルフェン粒剤 ヨーバルパワーEV箱粒剤

テブフェノジド・ブプロフェジン・フルトラニル水和剤 アプロードロムダンモンカットエアー

テブフェノジド・ブプロフェジン・フルトラニル粉剤 アプロードロムダンモンカットＦ粉剤ＤＬ

テブフェノジド・ベンズピリモキサン・フルトラニル水和剤（エアー） オーケストラロムダンモンカットエアー

テブフェノジド・ベンズピリモキサン・フルトラニル粉剤 オーケストラロムダンモンカット粉剤ＤＬ

フィプロニル・イソプロチオラン粒剤 フジワンプリンス粒剤

フィプロニル・イソプロチオラン・ピロキロン粒剤 ピカピカ粒剤

ブイゲットプリンス粒剤１０

アプライプリンス粒剤１０

コメホープ箱粒剤

ジノテフラン・プロベナゾール粒剤

シアントラニリプロール・イソチアニル粒剤

シアントラニリプロール・チアジニル粒剤

シアントラニリプロール・プロベナゾール粒剤

ジノテフラン・トルプロカルブ粒剤

ジノテフラン・フェリムゾン・フサライド水和剤

チアクロプリド・イソチアニル粒剤

チアクロプリド・チアジニル粒剤

フィプロニル・チアジニル粒剤
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３．殺虫殺菌剤
農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

フィプロニル・チアジニル・フラメトピル粒剤 ブイゲットプリンスリンバーＬ粒剤

フィプロニル・チフルザミド・プロベナゾール粒剤 ビルダープリンスグレータム粒剤

フィプロニル・フラメトピル粒剤 プリンスリンバー箱粒剤

オリゼメートプリンス粒剤

Ｄｒ．オリゼプリンス粒剤１０

ビルダープリンス粒剤

ファーストオリゼプリンス粒剤１０

ファーストオリゼプリンス粒剤６

ブプロフェジン・フルトラニル水和剤 アプロードモンカットエアー

ベンフラカルブ・ジクロベンチアゾクス粒剤 ※

オリゼメートオンコル粒剤

ジャッジ箱粒剤

グランドオリゼメートオンコル粒剤

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和6年3月時点で販売実績のある製品ですのでご了承下さい。

ベンフラカルブ・プロベナゾール粒剤

フィプロニル・プロベナゾール粒剤
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４．農薬肥料
農薬の種類 備考

スミショート１４

スマッシュＡ１４

コープショート１４ コープショートＡ１４

スミショート２１

スマッシュＡ２１

コープショート２１ コープショートＡ２１

スミショート２８

コープショート２８ コープショートＡ２８

スミショート３５

楽一１５ 楽一１８

楽一１９ 楽一２０

楽一２１ 楽一２５

楽一２７

楽一２０Ｗ 楽一２０Ｓ

楽一２８N 楽一２８Ｗ

コープショート一発２５ コープショート一発２７

コープショート一発ハイチッソ

ダブルショットＡ１８

ダブルショットＡ２０Ｓ ダブルショットＡ２０Ｗ

ダブルショットＡ２１

ダブルショットＡ２５

ダブルショットＡ２７

ダブルショットA２８N ダブルショットＡ２８Ｗ

登熟一番１８

登熟一番２０Ｓ 登熟一番２０Ｗ

登熟一番２１

登熟一番２５

登熟一番２７

登熟一番２８N 登熟一番２８Ｗ

側条用コープショート一発２０

ヒドロキシイソキサゾール複合肥料 タチガレファイト液剤

５．植物成長調整剤

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

ウニコナゾールＰ液剤 スミセブンＰ液剤

ウニコナゾールＰ粒剤 ロミカ粒剤

カルパー粉粒剤１６

オクソスDS

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和5年2月時点で販売実績のある
製品ですのでご了承下さい。

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

（令和6年2月20日通知に対応）

ウニコナゾールＰ複合肥料

農薬の名称（製品名）

過酸化カルシウム粉粒剤
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６．除草剤　（直播栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ブロモブチド水和剤 ゴエモンフロアブル

ゴエモン１キロ粒剤

ゴエモンジャンボ

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ベンゾビシクロン水和剤 ツルギフロアブル

ツルギ２５０粒剤
ツルギジャンボ
ツルギ１キロ粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン水和剤 キマリテフロアブル

キマリテ1キロ粒剤
キマリテジャンボ
ワザアリ楽粒

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・プロピリスルフロン水和剤　 カイリキＺフロアブル ※

カイリキＺ1キロ粒剤

カイリキＺジャンボ

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・フロルピラウキシフェンベンジル粒剤　 サキガケ楽粒 ※

カチボシＬフロアブル
カチボシフロアブル
トリニティフロアブル
カチボシ１キロ粒剤５１
カチボシ１キロ粒剤７５
カチボシジャンボ
カチボシＬジャンボ
トリニティ１キロ粒剤
トリニティジャンボ
ウィナーフロアブル
ウィナーＬフロアブル
ウィニングランフロアブル
ウィニングラン１キロ粒剤
ウィナー１キロ粒剤７５
ウィナー１キロ粒剤５１
ウィナージャンボ
ウィナーＬジャンボ
ウィニングランジャンボ

イプフェンカルバゾン・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ水和剤 ジャイロフロアブル

イプフェンカルバゾン・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ粒剤 ジャイロ1キロ粒剤

イマゾスルフロン・エトベンザニド・ダイムロン粒剤 キックバイ１キロ粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・クロメプロップ・ダイムロン水和剤 サラブレッドＲＸフロアブル

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル水和剤 サラブレッドＫＡＩフロアブル

サラブレッドＫＡＩ１キロ粒剤

サラブレッドKAIジャンボ

サラブレッドＫＡＩ４００ＦＧ

バッチリＬＸフロアブル

デルタアタックフロアブル

サラブレッドＧＯフロアブル

バッチリＬＸジャンボ

バッチリＬＸ１キロ粒剤

バッチリＬＸ４００ＦＧ

デルタアタックジャンボ

デルタアタック１キロ粒剤

デルタアタック４００FG

サラブレッドＧＯ１キロ粒剤

サラブレッドＧＯジャンボ

サラブレッドＧＯ４００ＦＧ

キラリ１キロ粒剤

キラリジャンボ

キラリ４００ＦＧ

カラット１キロ粒剤

カラットジャンボ

カラット４００FG

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

一般社団法人　日本草地畜産種子協会
（令和6年2月20日通知に対応）

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・ベンスルフロンメチル水和剤

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ブロモブチド粒剤

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ベンゾビシクロン粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・プロピリスルフロン粒剤

イプフェンカルバゾン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤

イプフェンカルバゾン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル・ブロモブチド水和剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル・ブロモブチド粒剤

イマゾスルフロン・テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・ベンスルフロンメチル粒剤
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６．除草剤　（直播栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

キラリフロアブル
カラットフロアブル

イマゾスルフロン・ピラクロニル粒剤 カットダウン１キロ粒剤
バッチリフロアブル
ヒッサツフロアブル
バッチリ１キロ粒剤
バッチリジャンボ
バッチリ４００ＦＧ
ヒッサツ１キロ粒剤
ヒッサツジャンボ
ヒッサツ４００ＦＧ

イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・ブロモブチド粒剤 オサキニ１キロ粒剤
イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 マスラオフロアブル

マスラオ１キロ粒剤
マスラオジャンボ
ドニチＳ１キロ粒剤
マクダス１キロ粒剤

インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 ライジンパワーフロアブル
ライジンパワー１キロ粒剤
ライジンパワージャンボ

エトキシスルフロン・クロメプロップ・トリアファモン・フェントラザミド粒剤 ドリフ1キロ粒剤
オキサジクロメホン・クロメプロップ・ダイムロン・ベンスルフロンメチル粒剤 ミスターホームランＤ　Ｌジャンボ
オキサジクロメホン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル水和剤 ミスターホームランＬフロアブル
オキサジクロメホン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル粒剤 ミスターホームラン１キロ粒剤５１
オキサジクロメホン・ジメタメトリン・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン粒剤 シリウスターボジャンボ
オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤 ジェイフレンドフロアブル 

ジェイフレンド１キロ粒剤
ジェイフレンドジャンボ
ジェイフレンド４００ＦＧ
ディオーレフロアブル
ディオーレ顆粒
ディオーレ１キロ粒剤
ディオーレジャンボ
ディオーレエアー粒剤

オキサジクロメホン・テフリルトリオン水和剤 エーワンフロアブル

オキサジクロメホン・テフリルトリオン粒剤　（有効成分含有量がオキサジクロ
メホン2.0%で使用量が小包装(ﾊﾟｯｸ)10個(300g)/10aであるものに限る）

エーワンジャンボ

オキサジクロメホン・ピラクロニル・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン水和剤 シリウスエグザ顆粒
オキサジクロメホン・ピラクロニル・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン粒剤 シリウスエグザ１キロ粒剤

ナギナタ豆つぶ２５０
ナギナタジャンボ

オキサジクロメホン・ピリミスルファン・ベンゾビシクロン粒剤 ナギナタ１キロ粒剤
シンズイＺ豆つぶ２５０
シンズイＺジャンボ

オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 シンズイＺフロアブル
オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤 シンズイＺ１キロ粒剤

フルイニングスカイ５００グラム粒剤

フルイニングジャンボ

サスケ-ラジカルジャンボ
レオンジャンボパワー
サスケ粒剤200
クサトリエースＬフロアブル
ラクダーＨフロアブル

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン水和剤 シロノックLフロアブル
シロノック１キロ粒剤５１、
シロノックＬジャンボ

カフェンストロール・ダイムロン・メタゾスルフロン粒剤 月光１キロ粒剤

カフェンストロール・フロルピラウキシフェンベンジル・ベンゾビシクロン水和剤 ダンクショットフロアブル

カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン粒剤 フルチャージジャンボ

グリホエキス液剤
サンフーロン液剤
エイトアップ液剤
クサクリーン液剤
草枯らしＭＩＣ
ハイ－フウノン液剤
ピラサート液剤
コンパカレール液剤
ハーブ・ニート液剤

グリホサートイソプロピルアミン塩液剤

オキサジクロメホン・ピリミスルファン・ベンゾビシクロン剤

オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド剤

カフェンストロール・シクロスルファムロン・ダイムロン・ベンゾビシクロン粒剤

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル水和剤

カフェンストロール・カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン・ベンゾビシ
クロン粒剤

イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤

イマゾスルフロン・フェントラザミド・ブロモブチド粒剤

インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤

イマゾスルフロン・ピラクロニル・ブロモブチド水和剤

イマゾスルフロン・ピラクロニル・ブロモブチド粒剤

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン水和剤

イマゾスルフロン・テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン粒剤
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農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

キャピタルグリホサート４１％
シンノングリスター
マイター液剤
クサトリキング
カルナクス
クサクリア
マルガリーダ
ランドマスター
カレター
草刈りサクサク原液

グリホサートカリウム塩液剤 タッチダウンｉＱ

ラウンドアップマックスロード

グルホシネートＰナトリウム塩液剤 ザクサ液剤

グルホシネート液剤 バスタ液剤

イネリーグ1キロ粒剤
イネリーグジャンボ

クロメプロップ・テフリルトリオン・フェントラザミド水和剤 イネリーグフロアブル

シクロスルファムロン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン粒剤 半蔵1キロ粒剤
クサウェポンフロアブル
ジャスタフロアブル
クサウェポン１キロ粒剤
ジャスタ１キロ粒剤
クサウェポンジャンボ
ジャスタジャンボ
クサウェポン４００ＦＧ
ジャスタ４００ＦＧ

シクロピリモレート・ピラゾレート・フェントラザミド水和剤 ジェイソウルフロアブル
ジェイソウル１キロ粒剤
ジェイソウルジャンボ
ウルティモＺフロアブル
レイトリックＺフロアブル
ウルティモＺ１キロ粒剤
レイトリックＺ１キロ粒剤
ウルティモＺジャンボ
レイトリックＺジャンボ
ウルティモＺ３５０ＦＧ

ジクワット・パラコート液剤 プリグロックスＬ

シハロホップブチル乳剤 クリンチャーＥＷ

クリンチャー１キロ粒剤

クリンチャージャンボ

シハロホップブチル・シメトリン・ベンフレセート・ＭＣＰＢ粒剤 ザーベックスＤＸ１キロ粒剤

ハイカット1キロ粒剤
サンパンチ1キロ粒剤

シハロホップブチル・ピラゾスルフロンエチル・メフェナセット粒剤 リボルバー１キロ粒剤

シハロホップブチル・フロルピラウキシフェンベンジル乳剤 ノブレクト乳剤 ※

シハロホップブチル・ベンタゾン液剤 クリンチャーバスＭＥ液剤

レブラス１キロ粒剤

レブラスジャンボ

レブラスエアー粒剤

クサトッタ１キロ粒剤

スラッシャ１キロ粒剤

シメトリン・テフリルトリオン・トリアファモン・ベンフレセート粒剤 ノックアウト楽粒 ※

シメトリン・ピリミスルファン・フェンキノトリオン剤 ツイゲキ豆つぶ250

シメトリン・ピリミスルファン・フェンキノトリオン粒剤 ツイゲキ１キロ粒剤

シメトリン・ピリミノバックメチル・ベンフレセート・ＭＣＰＢ粒剤 クミメートＳＭ１キロ粒剤

シメトリン・ペノキススラム・ＭＣＰＢ粒剤 ブイゴールＳＭ１キロ粒剤

ダイムロン・ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤 イッポンＤフロアブル

ダイムロン・ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤 イッポンＤ１キロ粒剤５１

ゲパード１キロ粒剤
ゲパードジャンボ
ゲパードエアー粒剤

ダイムロン・ピラクロニル・メタゾスルフロン粒剤 銀河１キロ粒剤

ダイムロン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・ベンスルフロンメチル水和剤 ラオウフロアブル
ラオウ１キロ粒剤
ラオウジャンボ

グリホサートイソプロピルアミン塩液剤

シハロホップブチル・ジメタメトリン・ハロスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒
剤

ジメタメトリン・ダイムロン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン粒剤

ジメタメトリン・ピラゾレート・プレチラクロール・ブロモブチド粒剤

ダイムロン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤

ダイムロン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・ベンスルフロンメチル粒剤

シクロピリモレート・ピラゾレート・プロピリスルフロン水和剤

クロメプロップ・テフリルトリオン・フェントラザミド粒剤

シクロピリモレート・ピラゾレート・プロピリスルフロン粒剤

シハロホップブチル粒剤

シクロピリモレート・トリアファモン・ピラゾレート水和剤

シクロピリモレート・トリアファモン・ピラゾレート粒剤

シクロピリモレート・ピラゾレート・フェントラザミド粒剤
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６．除草剤　（直播栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

イノーバＤＸアップ１キロ粒剤５１

ライジング１キロ粒剤７５

フォローアップ１キロ粒剤

ワイドアタックＤ１キロ粒剤

ダイムロン・ベンスルフロンメチル・メフェナセット粒剤 ザークＤ１キロ粒剤５１

ダイムロン・ペントキサゾン水和剤 テマカットフロアブル

ダイムロン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン粒剤 イネヒーロー1キロ粒剤 ※

カウンシルコンプリートフロアブル
ボデーガードプロフロアブル

テフリルトリオン・トリアファモン粒剤

カウンシルコンプリート１キロ粒剤
ボデーガードプロ１キロ粒剤
カウンシルコンプリートジャンボ
ボデーガードプロジャンボ

テフリルトリオン・トリアファモン・フロルピラウキシフェンベンジル粒剤 ストレングス１キロ粒剤

テフリルトリオン・ピラクロニル・プロピリスルフロン水和剤 アットウZフロアブル
アットウZ１キロ粒剤
アットウZジャンボ
アットウＺ４００ＦＧ 

テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤 ゲットスター顆粒
テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤 ゲットスター１キロ粒剤
テフリルトリオン・ピラクロニル・メタゾスルフロン水和剤 コメット顆粒
テフリルトリオン・ピラクロニル・メタゾスルフロン粒剤 コメット１キロ粒剤
テフリルトリオン・フェントラザミド水和剤 ボデーガードフロアブル

ボデーガード１キロ粒剤
ボデーガードジャンボ

テフリルトリオン・フェントラザミド・メタゾスルフロン水和剤 シグナスフロアブル
シグナス１キロ粒剤
シグナスジャンボ
シグナスエアー粒剤

テフリルトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ガツントＺフロアブル
ガツントＺ１キロ粒剤
ガツントＺジャンボ
ガツントＺ２００ＦＧ

トリアファモン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 アシュラフロアブル
アシュラ１キロ粒剤
アシュラジャンボ
アシュラ４００ＦＧ

トリアファモン・フェンキノトリオン水和剤 プライオリティフロアブル

トリアファモン・フェンキノトリオン剤
プライオリティ豆つぶ２５０
プライオリティジャンボ

トリアファモン・フェンキノトリオン粒剤 プライオリティ１キロ粒剤
アバンティフロアブル
カウンシルエナジーフロアブル
カウントダウンフロアブル
アバンティ１キロ粒剤
アバンティジャンボ
カウンシルエナジー1キロ粒剤
カウントダウン1キロ粒剤、
カウンシルエナジージャンボ
カウントダウンジャンボ

トリアファモン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン水和剤 ※

トリアファモン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン粒剤 ※

ハロスルフロンメチル水和剤 シャドー水和剤

ハロスルフロンメチル・メタゾスルフロン水和剤 アレイルSC

ビスピリバックナトリウム塩液剤 ノミニー液剤

ピラクロンフロアブル

兆フロアブル

ピラクロン１キロ粒剤

兆１キロ粒剤

イネキングフロアブル

クサバルカンフロアブル

イネキング１キロ粒剤
イネキングジャンボ
クサバルカン１キロ粒剤
クサバルカンジャンボ

ピラクロニル・ピリミスルファン・フェノキサスルホン剤
ヤブサメ豆つぶ２５０
ヤブサメジャンボ

ピラクロニル・ピリミスルファン・フェノキサスルホン粒剤 ヤブサメ１キロ粒剤

ピラクロニル水和剤

ピラクロニル粒剤

ピラクロニル・ピラゾレート・ベンゾビシクロン水和剤

ピラクロニル・ピラゾレート・ベンゾビシクロン粒剤

テフリルトリオン・フェントラザミド・メタゾスルフロン粒剤

テフリルトリオン・プロピリスルフロン粒剤

トリアファモン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤

トリアファモン・フェンキノトリオン・フェントラザミド水和剤

トリアファモン・フェンキノトリオン・フェントラザミド粒剤

ダイムロン・ペノキススラム粒剤

テフリルトリオン・トリアファモン水和剤

テフリルトリオン・ピラクロニル・プロピリスルフロン粒剤

テフリルトリオン・フェントラザミド粒剤

ダイムロン・フェントラザミド・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤
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ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン剤
エンペラー豆つぶ２５０
エンペラージャンボ

ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 エンペラーフロアブル

ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤 エンペラー１キロ粒剤

ピラクロニル・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ピリカムイＺフロアブル

センイチＭＸ１キロ粒剤
フルパワーＭＸ１キロ粒剤
タンボパワー１キロ粒剤
センイチＭＸジャンボ
フルパワーＭＸジャンボ
タンボパワージャンボ

ピラクロニル・プロピリスルフロン水和剤
メガゼータフロアブル
ビクトリーＺフロアブル
メガゼータ１キロ粒剤
メガゼータジャンボ
メガゼータ４００FG
ビクトリーＺ１キロ粒剤
ビクトリーZジャンボ
ビクトリーＺ４００ＦＧ 

ピラクロニル・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 アッパレＺフロアブル 
アッパレＺ１キロ粒剤 
アッパレＺジャンボ
アッパレＺ４００ＦＧ  

ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤 イッポンフロアブル

ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤
イッポン１キロ粒剤７５
イッポンジャンボ

ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 サンシャインフロアブル

ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤 サンシャイン１キロ粒剤

ピラクロニル・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ水和剤
ピラクロエースフロアブル
カリュードフロアブル
ピラクロエース1キロ粒剤
ピラクロエースジャンボ
カリュード1キロ粒剤
カリュードジャンボ

ピラゾキシフェン・ベンゾビシクロン粒剤 プレキープ１キロ粒剤

ピラゾスルフロンエチル・ピリフタリド・プレチラクロール・メソトリオン粒剤

ロータスMX1キロ粒剤
アピログロウMX1キロ粒剤
ロータスMXジャンボ
アピログロウMXジャンボ
アピログロウMXエアー粒剤

ピラゾスルフロンエチル・フェントラザミド・ベンゾビシクロン水和剤 ダブルスターSB顆粒

ピラゾスルフロンエチル・フェントラザミド・ベンゾビシクロン粒剤
ダブルスターSB1キロ粒剤
ダブルスターSBジャンボ

ピラゾスルフロンエチル・ブタクロール・ベンゾビシクロン粒剤 アネシス1キロ粒剤

ピラゾレート粒剤
サンバード粒剤
サンバード１キロ粒剤３０

ピラゾレート・プロピリスルフロン粒剤 キクンジャーＺ１キロ粒剤

ピラゾレート・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン水和剤
アールタイプフロアブル
シュナイデンフロアブル

ピラゾレート・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤

アールタイプ1キロ粒剤
アールタイプジャンボ
シュナイデン1キロ粒剤
シュナイデンジャンボ
ジカマック５００グラム粒剤

ピリフタリド・ピリミスルファン・メソトリオン剤
ジャンダルムMX豆つぶ２５０
ジャンダルムMXジャンボ

ピリフタリド・ピリミスルファン・メソトリオン粒剤 ジャンダルムMX１キロ粒剤

ピリフタリド・プレチラクロール・ベンスルフロンメチル・メソトリオン粒剤 メガオスMX１キロ粒剤

ピリフタリド・ベンゾビシクロン粒剤 アピロファースト１キロ粒剤 ※

ピリフタリド・メソトリオン・メタゾスルフロン粒剤 アクシズＭＸ１キロ粒剤

ピリミスルファン剤 アトトリ豆つぶ２５０

ピリミスルファン粒剤 アトトリ１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェノキサスルホン剤
ガンガン豆つぶ２５０
ガンガンジャンボ

ピリミスルファン・フェノキサスルホン粒剤 ガンガン１キロ粒剤 

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン剤
ベッカク豆つぶ２５０
ベッカクジャンボ

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン粒剤 ベッカク１キロ粒剤
ピリミスルファン・フェノキサスルホン・ベンゾビシクロン剤 ベンケイ豆つぶ２５０、ベンケイジャンボ

ピラクロニル・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤

ピラクロニル・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ粒剤

ピラクロニル・フルセトスルフロン・メソトリオン粒剤

ピラクロニル・プロピリスルフロン粒剤
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６．除草剤　（直播栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・ベンゾビシクロン粒剤 ベンケイ１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェントラザミド・ブロモブチド剤 イッセン豆つぶ２５０、イッセンジャンボ ※

ピリミスルファン・メタミホップ・ＭＣＰＢ粒剤 シアゲMF１キロ粒剤

ピリミノバックメチル剤 ヒエクリーン豆つぶ２５０

ピリミノバックメチル粒剤 ヒエクリーン１キロ粒剤、ワンステージ１キロ粒剤

ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 ベルーガフロアブル

ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン剤
ベルーガ豆つぶ２５０
ベルーガジャンボ

ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤 ベルーガ１キロ粒剤
トップガン２５０グラム
トップガンＬ２５０グラム
トップガンＬジャンボ
トップガンフロアブル
トップガンRフロアブル
トップガンＬフロアブル
トップガンＧＴ１キロ粒剤７５
トップガンR１キロ粒剤

トップガンＧＴ１キロ粒剤５１

ピリミノバックメチル・ベンタゾン粒剤 ヒエクリーンバサグラン粒剤

フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン剤 アカツキ豆つぶ２５０、アカツキジャンボ ※

フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン粒剤 アカツキ1キロ粒剤 ※

フェノキサスルホン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤 アルファープロ１キロ粒剤７５

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 レオゼータフロアブル ※

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤 レオゼータ１キロ粒剤 ※

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ペントキサゾン水和剤 ゼータジャガーフロアブル

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ペントキサゾン粒剤
ゼータジャガー１キロ粒剤
ゼータジャガージャンボ

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ゼータプラスフロアブル

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン粒剤
ゼータプラス１キロ粒剤
ゼータプラスジャンボ
ゼータプラス２００FG

フェンキノトリオン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン水和剤 流星フロアブル

フェンキノトリオン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン粒剤
流星１キロ粒剤
流星ジャンボ
流星エアー粒剤

クサオウジ１キロ粒剤７５
ザークＤＸ１キロ粒剤７５
イグザクトQED１キロ粒剤

フェントラザミド・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤
クサトリーBSXジャンボL
クサトリーBSXジャンボH

一部削
除

フェントラザミド・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン水和剤 天空フロアブル

フェントラザミド・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤
天空１キロ粒剤
天空ジャンボ
天空エアー粒剤

ブタクロール乳剤 マーシェット乳剤

ブタクロール・ペントキサゾン乳剤
サキドリEW、イネゼットＥＷ
シンウチＥＷ

フルセトスルフロン粒剤
スケダチエース1キロ粒剤
ヒエクッパエース1キロ粒剤

プロパニル乳剤 スタム乳剤３５
プロピリスルフロン水和剤 ゼータワンフロアブル

プロピリスルフロン粒剤
ゼータワン１キロ粒剤
ゼータワンジャンボ

プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 ゼータファイヤフロアブル

プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤
ゼータファイヤ１キロ粒剤
ゼータファイヤジャンボ

プロピリスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン水和剤
ゼータタイガーフロアブル
ドラゴンホークZフロアブル
ニマイメZフロアブル

プロピリスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン粒剤

ゼータタイガー１キロ粒剤
ゼータタイガージャンボ
ゼータタイガー３００FG
ドラゴンホークZ１キロ粒剤
ドラゴンホークZジャンボ
ドラゴンホークZ３００FG
ニマイメZ１キロ粒剤
ニマイメZジャンボ

プロピリスルフロン・ペントキサゾン水和剤 ゼータハンマーフロアブル

プロピリスルフロン・ペントキサゾン粒剤
ゼータハンマー１キロ粒剤
ゼータハンマージャンボ

ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ベンチオカーブ・メフェナセット粒剤 パワーウルフ１キロ粒剤５１

一部削
除

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン粒剤

フェントラザミド・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン剤

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン水和
剤
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６．除草剤　（直播栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

フロルピラウキシフェンベンジル乳剤 ロイヤント乳剤

フロルピラウキシフェンベンジル・ペノキススラム・ベンゾビシクロン粒剤
ウィードコア１キロ粒剤
ウィードコアジャンボＳＤ
ウィードコア２００ＳＤ粒剤

ペノキススラム水和剤 ワイドアタックＳＣ

ペノキススラム・ベンゾビシクロン粒剤

テッケン１キロ粒剤
ニトウリュウ１キロ粒剤
テッケンジャンボ
ニトウリュウジャンボ

ペノキススラム・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤 サファイア１キロ粒剤

ペノキススラム・ベンタゾン粒剤 ワイドパワー粒剤

ベンスルフロンメチル・ベンチオカーブ・メフェナセット粒剤
ウルフエース粒剤１７
ウルフエース１キロ粒剤５１

ベンゾビシクロン・メタミホップ粒剤 カイシMF１キロ粒剤

ベンタゾン液剤 バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ベンタゾン粒剤 バサグラン粒剤（ナトリウム塩）

ベンタゾン・メタミホップ液剤 トドメバスMF液剤

メタミホップ粒剤 トドメMF１キロ粒剤

メタミホップ乳剤 トドメMF乳剤

ＡＣＮ粒剤 モゲトン粒剤

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和6年3月時点で販売実績のある製品ですのでご了承下さい。
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７．除草剤　（移植栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

イプフェンカルバゾン水和剤　 スタメンフロアブル ※

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ブロモブチド水和剤 ゴエモンフロアブル

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ブロモブチド粒剤
ゴエモン１キロ粒剤
ゴエモンジャンボ

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ベンゾビシクロン水和剤 ツルギフロアブル

イプフェンカルバゾン・イマゾスルフロン・ベンゾビシクロン粒剤
ツルギ２５０粒剤
ツルギジャンボ
ツルギ１キロ粒剤

イプフェンカルバゾン・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ水和剤 ジャイロフロアブル

イプフェンカルバゾン・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ粒剤 ジャイロ1キロ粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン水和剤 キマリテフロアブル

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン粒剤
キマリテジャンボ
キマリテ１キロ粒剤
ワザアリ楽粒

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・プロピリスルフロン水和剤 カイリキＺフロアブル

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・プロピリスルフロン粒剤
カイリキＺジャンボ
カイリキＺ１キロ粒剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・フロルピラウキシフェンベンジル粒剤 サキガケ楽粒

カチボシＬフロアブル
カチボシフロアブル

トリニティフロアブル

カチボシ１キロ粒剤５１
カチボシ１キロ粒剤７５
カチボシＬジャンボ
カチボシジャンボ
トリニティ１キロ粒剤
トリニティジャンボ

イプフェンカルバゾン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤
ウィナーフロアブル
ウィナーＬフロアブル
ウィニングランフロアブル

イプフェンカルバゾン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤

ウィナー１キロ粒剤７５
ウィニングラン１キロ粒剤
ウィナー１キロ粒剤５１
ウィナージャンボ
ウィナーＬジャンボ
ウィニングランジャンボ

イマゾスルフロン・エトベンザニド・ダイムロン粒剤 キックバイ１キロ粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・クロメプロップ・ダイムロン水和剤 サラブレッドＲＸフロアブル

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ダイムロン水和剤 サラブレッドフロアブル

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル水和剤 サラブレッドＫＡＩフロアブル 

サラブレッドＫＡＩ１キロ粒剤
サラブレッドKAIジャンボ
サラブレッドＫＡＩ４００ＦＧ
バッチリＬＸフロアブル
デルタアタックフロアブル
サラブレッドＧＯフロアブル
バッチリＬＸジャンボ
バッチリＬＸ１キロ粒剤
バッチリＬＸ４００ＦＧ
デルタアタックジャンボ
デルタアタック１キロ粒剤
デルタアタック４００FG
サラブレッドＧＯ１キロ粒剤
サラブレッドＧＯジャンボ
サラブレッドＧＯ４００ＦＧ

イマゾスルフロン・カフェンストロール・ダイムロン粒剤
クラッシュ１キロ粒剤
クラッシュＥＸジャンボ

イマゾスルフロン・ダイムロン・ペントキサゾン水和剤 テマエースフロアブル

イマゾスルフロン・ダイムロン・ペントキサゾン粒剤 テマエース１キロ粒剤

イマゾスルフロン・テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤
キラリフロアブル
カラットフロアブル

「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」に記載されている
稲発酵粗飼料用稲栽培に使用可能な農薬の種類と農薬の名称の対照表

一般社団法人　日本草地畜産種子協会

（令和6年2月20日通知に対応）

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル・ブロモブチド水和剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・ベンスルフロンメチル水和剤

イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン・ベンスルフロンメチル粒剤

イマゾスルフロン・オキサジクロメホン・ピラクロニル・ブロモブチド粒剤
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７．除草剤　（移植栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

イマゾスルフロン・テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤

キラリ１キロ粒剤
キラリジャンボ
キラリ４００ＦＧ
カラット１キロ粒剤
カラットジャンボ
カラット４００FG

イマゾスルフロン・ピラクロニル粒剤 カットダウン１キロ粒剤

バッチリフロアブル

ヒッサツフロアブル
バッチリ１キロ粒剤
バッチリジャンボ
バッチリ４００ＦＧ
ヒッサツ１キロ粒剤

ヒッサツジャンボ

ヒッサツ４００ＦＧ

イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 マスラオフロアブル

イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤
マスラオ１キロ粒剤
マスラオジャンボ

イマゾスルフロン・ピリミノバックメチル・ブロモブチド粒剤 オサキニ１キロ粒剤

イマゾスルフロン・フェントラザミド・ブロモブチド粒剤
ドニチＳ１キロ粒剤
マクダス１キロ粒剤

イマゾスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン水和剤 ヨシキタフロアブル

イマゾスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン粒剤
ヨシキタ１キロ粒剤
ヨシキタジャンボ

インダノファン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル粒剤 マサカリＬジャンボ
インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 ライジンパワーフロアブル

インダノファン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤
ライジンパワー１キロ粒剤
ライジンパワージャンボ

エスプロカルブ・ジメタメトリン・ピラゾスルフロンエチル・プレチラクロール粒剤 スパークスター粒剤
エトキシスルフロン・クロメプロップ・トリアファモン・フェントラザミド粒剤 ドリフ１キロ粒剤

オキサジクロメホン・クロメプロップ・ダイムロン・ブロモブチド・ベンスルフロン
メチル粒剤

ゴウワンＤＬジャンボ

オキサジクロメホン・クロメプロップ・ダイムロン・ベンスルフロンメチル粒剤 ミスターホームランＤ　Ｌジャンボ 
オキサジクロメホン・クロメプロップ・ピリミノバックメチル・ベンスルフロンメチ パットフルエースＬジャンボ
オキサジクロメホン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル水和剤 ミスターホームランＬフロアブル

オキサジクロメホン・クロメプロップ・ベンスルフロンメチル粒剤
ミスターホームランＬジャンボ
ミスターホームラン１キロ粒剤５１

オキサジクロメホン・ジメタメトリン・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン水和剤 シリウスターボフロアブル

オキサジクロメホン・ジメタメトリン・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン粒剤
シリウスターボ1キロ粒剤
シリウスターボジャンボ

オキサジクロメホン・テフリルトリオン水和剤 エーワンフロアブル
オキサジクロメホン・テフリルトリオン粒剤　（有効成分含有量がオキサジクロ
メホン2.0%で使用量が小包装(ﾊﾟｯｸ)10個(300g)/10aであるものに限る）

エーワンジャンボ

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤 ジェイフレンドフロアブル

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤
ジェイフレンド１キロ粒剤
ジェイフレンドジャンボ
ジェイフレンド４００ＦＧ

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ブロモブチド水和剤 ビンワンフロアブル

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・ブロモブチド粒剤
ビンワン1キロ粒剤
ビンワンジャンボ

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン水和剤　
ディオーレフロアブル
ディオーレ顆粒

オキサジクロメホン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン粒剤
ディオーレ１キロ粒剤
ディオーレジャンボ
ディオーレエアー粒剤

オキサジクロメホン・ピラクロニル・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン水和剤
シリウスエグザフロアブル
シリウスエグザ顆粒

オキサジクロメホン・ピラクロニル・ピラゾスルフロンエチル・ベンゾビシクロン粒剤
シリウスエグザ1キロ粒剤
シリウスエグザジャンボ

オキサジクロメホン・ピリミスルファン・ベンゾビシクロン剤
ナギナタジャンボ
ナギナタ豆つぶ２５０

オキサジクロメホン・ピリミスルファン・ベンゾビシクロン粒剤 ナギナタ１キロ粒剤

オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド剤
シンズイＺ豆つぶ２５０
シンズイＺジャンボ

オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 シンズイＺフロアブル

オキサジクロメホン・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤 シンズイＺ１キロ粒剤

オキサジクロメホン・ブロモブチド・フロルピラウキシフェンベンジル粒剤　 ルンバ楽粒 ※

カフェンストロール・カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン・ベンゾビシ
クロン粒剤

フルイニングスカイ５００グラム粒剤
フルイニングジャンボ

カフェンストロール・シクロスルファムロン・ダイムロン粒剤 ネビロス－ラジカルジャンボ

カフェンストロール・シクロスルファムロン・ダイムロン・ベンゾビシクロン粒剤
サスケ-ラジカルジャンボ
レオンジャンボパワー
サスケ粒剤200

イマゾスルフロン・ピラクロニル・ブロモブチド水和剤

イマゾスルフロン・ピラクロニル・ブロモブチド粒剤
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カフェンストロール・シハロホップブチル・ダイムロン・ベンスルフロンメチル水和剤

カフェンストロール・ジメタメトリン・ダイムロン・ベンゾビシクロン粒剤 キクトモ１キロ粒剤
カフェンストロール・ダイムロン・ハロスルフロンメチル・ベンゾビシクロン水和剤 シルトフロアブル、オークスフロアブル
カフェンストロール・ダイムロン・ピラゾキシフェン・ベンゾビシクロン粒剤 トビキリジャンボ

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル水和剤
クサトリエースＬフロアブル
ラクダーＨフロアブル
ウィードレス粒剤１７
クサトリエースＬジャンボ
クサトリエース粒剤１７

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン水和剤 シロノックＬフロアブル

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤
シロノック１キロ粒剤５１
シロノックＬジャンボ

カフェンストロール・ダイムロン・メタゾスルフロン水和剤 月光フロアブル 

カフェンストロール・ダイムロン・メタゾスルフロン粒剤
月光１キロ粒剤
月光ジャンボ

カフェンストロール・ピラゾレート・ブロモブチド粒剤 ナイスショットジャンボ
カフェンストロール・フロルピラウキシフェンベンジル・ベンゾビシクロン水和剤 ダンクショットフロアブル

カフェンストロール・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン剤
カフェンストロール・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン水和剤
カフェンストロール・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤
カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン粒剤 フルチャージジャンボ

キャピタルグリホサート４１％、

クサクリーン液剤
シンノングリスター
マイター液剤
クサトリキング
カルナクス
草枯らしMIC
クサクリア
ランドマスター
マルガリーダ
カレター
草刈りサクサク原液

グリホサートカリウム塩液剤
タッチダウンｉＱ
ラウンドアップマックスロード

グルホシネートＰナトリウム塩液剤 ザクサ液剤
グルホシネート液剤 バスタ液剤
クロメプロップ・テフリルトリオン・フェントラザミド水和剤 イネリーグフロアブル

クロメプロップ・テフリルトリオン・フェントラザミド粒剤
イネリーグ1キロ粒剤
イネリーグジャンボ

シクルスルファムロン粒剤
シクロスルファムロン・プレチラクロール粒剤 かねつぐ１キロ粒剤
シクロスルファムロン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン粒剤 半蔵1キロ粒剤

シクロピリモレート・シメトリン・テフリルトリオン・プロピリスルフロン粒剤
ソニックブームＺ１キロ粒剤
グランクロスＺ１キロ粒剤

※

シクロピリモレート・シメトリン・テフリルトリオン・ペノキススラム粉粒剤
ソニックブームＳジャンボ
グランクロスＳジャンボ

※

シクロピリモレート・テフリルトリオン・メタゾスルフロン粒剤
フィンバック1キロ粒剤
レブラスギア1キロ粒剤

※

シクロピリモレート・トリアファモン・ピラゾレート水和剤
クサウェポンフロアブル
ジャスタフロアブル

シクロピリモレート・トリアファモン・ピラゾレート粒剤

クサウェポン１キロ粒剤
ジャスタ１キロ粒剤
クサウェポンジャンボ
ジャスタジャンボ
クサウェポン４００ＦＧ
ジャスタ４００ＦＧ

シクロピリモレート・トリアファモン・ベンゾビシクロン水和剤 グッドラックフロアブル ※

シクロピリモレート・トリアファモン・ベンゾビシクロン粒剤
グッドラック５００グラム粒剤
グッドラックジャンボ
グッドラック１５０ＦＧ

※

シクロピリモレート・ピラゾレート・フェントラザミド水和剤 ジェイソウルフロアブル

シクロピリモレート・ピラゾレート・フェントラザミド粒剤
ジェイソウル１キロ粒剤
ジェイソウルジャンボ

シクロピリモレート・ピラゾレート・プロピリスルフロン水和剤
ウルティモＺフロアブル
レイトリックＺフロアブル

シクロピリモレート・ピラゾレート・プロピリスルフロン粒剤

ウルティモＺ１キロ粒剤
レイトリックＺ１キロ粒剤
ウルティモＺジャンボ
レイトリックＺジャンボ
ウルティモＺ３５０ＦＧ

ジクワット・パラコート液剤 プリグロックスＬ
シハロホップブチル乳剤 クリンチャーＥＷ

クリンチャー粒剤
クリンチャー１キロ粒剤
クリンチャージャンボ

カフェンストロール・ダイムロン・ベンスルフロンメチル粒剤

グリホサートイソプロピルアミン塩液剤

シハロホップブチル粒剤
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シハロホップブチル・ジメタメトリン・ハロスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤
ハイカット1キロ粒剤
サンパンチ1キロ粒剤

シハロホップブチル・ジメタメトリン・ピラゾスルフロンエチル・プレチラクロール粒剤 ホクト粒剤
シハロホップブチル・シメトリン・ベンフレセート・ＭＣＰＢ粒剤 ザーベックスＤＸ１キロ粒剤
シハロホップブチル・ピラゾスルフロンエチル・メフェナセット粒剤 リボルバー１キロ粒剤
シハロホップブチル・フロルピラウキシフェンベンジル乳剤　 ノブレクト乳剤 ※
シハロホップブチル・ベンタゾン液剤 クリンチャーバスＭＥ液剤

ジメタメトリン・ダイムロン・テフリルトリオン・メタゾスルフロン粒剤
レブラス１キロ粒剤、レブラスジャンボ
レブラスエアー粒剤

ジメタメトリン・ピラクロニル粒剤　
先陣１キロ粒剤
先陣ジャンボ
先陣２００ＦＧ

※

クサトッタ粒剤
クサトッタ１キロ粒剤
スラッシャ粒剤
スラッシャ１キロ粒剤

ジメタメトリン・ピラゾレート・プレチラクロール・ベンフレセート水和剤 ウリホスフロアブル
ウリホス粒剤１５
ウリホス１キロ粒剤
ウリホス粒剤１０

ジメタメトリン・ブタクロール乳剤 クラールEW
ジメタメトリン・ブタクロール粒剤 クラール1キロ粒剤
シメトリン・テフリルトリオン・トリアファモン・ベンフレセート粒剤 ノックアウト楽粒 ※

シメトリン・ピラゾキシフェン・プレチラクロール粒剤 ワンオールＳ１キロ粒剤

シメトリン・ピリミスルファン・フェンキノトリオン剤 ツイゲキ豆つぶ２５０

シメトリン・ピリミスルファン・フェンキノトリオン粒剤 ツイゲキ１キロ粒剤

シメトリン・ピリミノバックメチル・ベンフレセート・ＭＣＰＢ粒剤 クミメートＳＭ１キロ粒剤
シメトリン・フルセトスルフロン・ベンフレセート粒剤 ナイスミドル１キロ粒剤
シメトリン・ペノキススラム・ＭＣＰＢ粒剤 ブイゴールＳＭ１キロ粒剤 
シメトリン・ベンフレセート・ＭＣＰＢ粒剤 ザーベックスＳＭ粒剤
ダイムロン・ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤 イッポンＤフロアブル

ダイムロン・ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤
イッポンＤ１キロ粒剤５１
イッポンＤジャンボ

ダイムロン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤
ゲパード１キロ粒剤
ゲパードジャンボ
ゲパードエアー粒剤

ダイムロン・ピラクロニル・メタゾスルフロン水和剤 銀河フロアブル 

ダイムロン・ピラクロニル・メタゾスルフロン粒剤
銀河１キロ粒剤
銀河ジャンボ

ダイムロン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・ベンスルフロンメチル水和剤 ラオウフロアブル

ダイムロン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・ベンスルフロンメチル粒剤
ラオウ1キロ粒剤
ラオウジャンボ

イノーバＤＸ１キロ粒剤５１

イノーバＤＸアップ１キロ粒剤５１

ダイムロン・プレチラクロール粒剤 パデホープ１キロ粒剤

ダイムロン・ペノキススラム粒剤
フォローアップ１キロ粒剤
ワイドアタックＤ１キロ粒剤

ダイムロン・ベンスルフロンメチル・メフェナセット粒剤 ザークＤ粒剤１７、ザークＤ１キロ粒剤５１

ダイムロン・ペントキサゾン水和剤
テマカットフロアブル
ダッシュワンフロアブル

ダイムロン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン水和剤 イネヒーローフロアブル

ダイムロン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン粒剤
イネヒーロー１キロ粒剤
イネヒーロージャンボ
イネヒーロエアー粒剤

ダイムロン・メタゾスルフロン水和剤 ツインスターフロアブル

ダイムロン・メタゾスルフロン粒剤
ツインスター１キロ粒剤
ツインスタージャンボ

テフリルトリオン水和剤 マイティーワンフロアブル

テフリルトリオン・トリアファモン水和剤
カウンシルコンプリートフロアブル
ボデーガードプロフロアブル

テフリルトリオン・トリアファモン粒剤

カウンシルコンプリート１キロ粒剤
ボデーガードプロ１キロ粒剤
カウンシルコンプリートジャンボ
ボデーガードプロジャンボ

テフリルトリオン・トリアファモン・フロルピラウキシフェンベンジル粒剤 ストレングス１キロ粒剤

テフリルトリオン・ピラクロニル・プロピリスルフロン水和剤 アットウZフロアブル

テフリルトリオン・ピラクロニル・プロピリスルフロン粒剤
アットウZ１キロ粒剤、アットウZジャンボ、
アットウＺ４００ＦＧ

テフリルトリオン・ピラクロニル水和剤
ゲットスターフロアブル
ゲットスター顆粒

テフリルトリオン・ピラクロニル粒剤
ゲットスター１キロ粒剤
ゲットスタージャンボ

テフリルトリオン・ピラクロニル・ペノキススラム粒剤 ドンピシャ１キロ粒剤

テフリルトリオン・ピラクロニル・メタゾスルフロン水和剤
コメット顆粒
コメットフロアブル

ジメタメトリン・ピラゾレート・プレチラクロール・ブロモブチド粒剤

ダイムロン・フェントラザミド・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤

ジメタメトリン・ピラゾレート・プレチラクロール・ベンフレセート粒剤
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テフリルトリオン・ピラクロニル・メタゾスルフロン粒剤
コメット１キロ粒剤
コメットジャンボ

テフリルトリオン・フェントラザミド剤 ボデーガード豆つぶ２５０
テフリルトリオン・フェントラザミド水和剤 ボデーガードフロアブル
テフリルトリオン・フェントラザミド粒剤 ボデーガード１キロ粒剤
テフリルトリオン・フェントラザミド・メタゾスルフロン水和剤 シグナスフロアブル

テフリルトリオン・フェントラザミド・メタゾスルフロン粒剤
シグナスジャンボ
シグナス１キロ粒剤
シグナスエアー粒剤

テフリルトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ガツントＺフロアブル

テフリルトリオン・プロピリスルフロン粒剤
ガツントＺ１キロ粒剤、ガツントＺジャンボ
ガツントＺ２００ＦＧ

トリアファモン水和剤 カウンシルワンフロアブル
トリアファモン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 アシュラフロアブル

トリアファモン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤
アシュラ１キロ粒剤
アシュラジャンボ
アシュラ４００ＦＧ

トリアファモン・フェンキノトリオン剤
プライオリティ豆つぶ２５０
プライオリティジャンボ

トリアファモン・フェンキノトリオン水和剤 プライオリティフロアブル
トリアファモン・フェンキノトリオン粒剤 プライオリティ１キロ粒剤

トリアファモン・フェンキノトリオン・フェントラザミド水和剤
アバンティフロアブル
カウンシルエナジーフロアブル
カウントダウンフロアブル

トリアファモン・フェンキノトリオン・フェントラザミド粒剤

アバンティ１キロ粒剤
アバンティジャンボ
カウンシルエナジー1キロ粒剤
カウンシルエナジージャンボ
カウントダウン1キロ粒剤
カウントダウンジャンボ

トリアファモン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン水和剤 イザナギフロアブル

トリアファモン・ベンゾビシクロン・ペントキサゾン粒剤
イザナギ１キロ粒剤
イザナギジャンボSD
イザナギ200SD粒剤

ハロスルフロンメチル・メタゾスルフロン水和剤 アレイルSC
ビスピリバックナトリウム塩液剤 ノミニー液剤

ピラクロニル水和剤
ピラクロンフロアブル
兆フロアブル
ピラクロン１キロ粒剤
ピラクロンジャンボ
ピラクロン３００ＦＧ
兆１キロ粒剤
兆ジャンボ

ピラクロニル・ピラゾレート・ベンゾビシクロン水和剤
イネキングフロアブル
クサバルカンフロアブル

ピラクロニル・ピラゾレート・ベンゾビシクロン粒剤

イネキング１キロ粒剤
イネキングジャンボ
クサバルカン１キロ粒剤
クサバルカンジャンボ

ピラクロニル・ピリミスルファン・フェノキサスルホン剤
ヤブサメ豆つぶ２５０
ヤブサメジャンボ

ピラクロニル・ピリミスルファン・フェノキサスルホン粒剤 ヤブサメ１キロ粒剤 

ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン剤
エンペラー豆つぶ２５０
エンペラージャンボ

ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 エンペラーフロアブル

ピラクロニル・ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤 エンペラー１キロ粒剤

ピラクロニル・フェンキノトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ピリカムイＺフロアブル

ピラクロニル・フルセトスルフロン・メソトリオン粒剤

センイチＭＸ１キロ粒剤
フルパワーＭＸ１キロ粒剤
センイチＭＸジャンボ
フルパワーＭＸジャンボ
タンボパワージャンボ
タンボパワー１キロ粒剤

ピラクロニル・プロピリスルフロン水和剤
メガゼータフロアブル
ビクトリーＺフロアブル
メガゼータジャンボ
メガゼータ４００FG
ビクトリーＺジャンボ
ビクトリーＺ４００ＦＧ
メガゼータ１キロ粒剤
ビクトリーＺ１キロ粒剤

ピラクロニル・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 アッパレＺフロアブル

ピラクロニル・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤
アッパレＺ１キロ粒剤
アッパレＺジャンボ
アッパレＺ４００ＦＧ

ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤 イッポンフロアブル

ピラクロニル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤
イッポン１キロ粒剤75
イッポンジャンボ

ピラクロニル・プロピリスルフロン粒剤

ピラクロニル粒剤
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ピラクロニル・ベンゾビシクロン水和剤 サンシャインフロアブル
ピラクロニル・ベンゾビシクロン粒剤 サンシャイン１キロ粒剤

ピラクロニル・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ水和剤
ピラクロエースフロアブル
カリュードフロアブル

ピラクロニル・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ粒剤

ピラクロエース1キロ粒剤
ピラクロエースジャンボ
カリュード1キロ粒剤
カリュードジャンボ

ピラクロニル・ベンゾビシクロン・ベンフレセート粒剤
モーレツ１キロ粒剤
モーレツジャンボ
ワンオール粒剤

クサナイト粒剤

ピラゾキシフェン・ベンゾビシクロン粒剤 プレキープ１キロ粒剤

ピラゾスルフロンエチル・ピリフタリド・プレチラクロール・メソトリオン粒剤

ロータスＭＸ１キロ粒剤
ロータスＭＸジャンボ
アピログロウＭＸ１キロ粒剤
アピログロウＭＸジャンボ
アピログロウMXエアー粒剤

ピラゾスルフロンエチル・フェントラザミド・ベンゾビシクロン水和剤 ダブルスターSB顆粒

ピラゾスルフロンエチル・フェントラザミド・ベンゾビシクロン粒剤
ダブルスターSB1キロ粒剤
ダブルスターSBジャンボ

ピラゾスルフロンエチル・ブタクロール・ベンゾビシクロン粒剤 アネシス1キロ粒剤

ピラゾレート粒剤 サンバード粒剤
ピラゾレート・フェントラザミド・ベンゾビシクロン水和剤 ウエスフロアブル

ピラゾレート・プロピリスルフロン水和剤
キクンジャーＺフロアブル
チャンスタイムＺフロアブル
キクンジャーＺ１キロ粒剤
キクンジャーＺジャンボ
チャンスタイムＺ１キロ粒剤

ピラゾレート・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン水和剤
アールタイプフロアブル
シュナイデンフロアブル

ピラゾレート・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤

アールタイプ１キロ粒剤
シュナイデン１キロ粒剤
アールタイプジャンボ
シュナイデンジャンボ

ピラゾレート・ペントキサゾン水和剤 スウィープフロアブル

ピリフタリド・ピリミスルファン・メソトリオン剤
ジャンダルム豆つぶ250
ジャンダルムMXジャンボ

ピリフタリド・ピリミスルファン・メソトリオン粒剤 ジャンダルムMX1キロ粒剤

ピリフタリド・プレチラクロール・ベンスルフロンメチル・メソトリオン粒剤 メガオスMX１キロ粒剤

ピリフタリド・メソトリオン・メタゾスルフロン粒剤
アクシズＭＸ１キロ粒剤
アクシズＭＸジャンボ
アクシズＭＸエアー粒剤

ピリミスルファン剤 アトトリ豆つぶ２５０
ピリミスルファン粒剤 アトトリ１キロ粒剤
ピリミスルファン・フェノキサスルホン剤 ガンガン豆つぶ２５０、ガンガンジャンボ
ピリミスルファン・フェノキサスルホン粒剤 ガンガン１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン剤
ベッカク豆つぶ２５０
ベッカクジャンボ

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・フェンキノトリオン粒剤 ベッカク１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・ベンゾビシクロン剤
ベンケイジャンボ
ベンケイ豆つぶ250

ピリミスルファン・フェノキサスルホン・ベンゾビシクロン粒剤 ベンケイ１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェントラザミド剤
ヤイバジャンボ
ヤイバ豆つぶ２５０

ピリミスルファン・フェントラザミド粒剤
ヤイバ１キロ粒剤
ゴール１キロ粒剤

ピリミスルファン・フェントラザミド・ブロモブチド剤 イッセン豆つぶ２５０、イッセンジャンボ ※

ピリミスルファン・フェントラザミド・ブロモブチド粒剤 イッセン１キロ粒剤 ※

ピリミスルファン・メタミホップ・ＭＣＰＢ粒剤 シアゲMF１キロ粒剤
ピリミノバックメチル剤 ヒエクリーン豆つぶ２５０

ピリミノバックメチル粒剤
ヒエクリーン１キロ粒剤
ワンステージ１キロ粒剤

ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン剤
ベルーガ豆つぶ２５０
ベルーガジャンボ

ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン水和剤 ベルーガフロアブル
ピリミノバックメチル・フェンキノトリオン粒剤 ベルーガ１キロ粒剤

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン剤
トップガン２５０グラム
トップガンＬ２５０グラム

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン剤

トップガンジャンボ
トップガンＬジャンボ
トップガンR豆つぶ250
トップガンRジャンボ
トップガンフロアブル
トップガンＬフロアブル
トップガンRフロアブル

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン水和剤

ピラゾキシフェン・プレチラクロール粒剤　（ただし、ピラゾキシフェン含有量が
６％以下の製剤に限る）

ピラゾレート・プロピリスルフロン粒剤
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７．除草剤　（移植栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

トップガンＧＴ１キロ粒剤７５
トップガンＧＴ１キロ粒剤５１
トップガンR１キロ粒剤

ピリミノバックメチル・ベンタゾン粒剤 ヒエクリーンバサグラン粒剤
フェノキサスルホン・フェンキノトリオン剤
フェノキサスルホン・フェンキノトリオン水和剤
フェノキサスルホン・フェンキノトリオン粒剤

フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン剤
アカツキジャンボ
アカツキ豆つぶ250

フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン水和剤 アカツキフロアブル
フェノキサスルホン・フェンキノトリオン・メタゾスルフロン粒剤 アカツキ1キロ粒剤

フェノキサスルホン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル剤

クミスター豆つぶ２５０
クミスターＬ豆つぶ２５０
クミスタージャンボ
アルファープロＨジャンボ
クミスターＬジャンボ
アルファープロＨ豆つぶ２５０

フェノキサスルホン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤

クミスターフロアブル
アルファープロＨフロアブル
クミスターＬフロアブル
アルファープロＬフロアブル

フェノキサスルホン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤

クミスター１キロ粒剤５１
アルファープロ１キロ粒剤５１
クミスター１キロ粒剤７５
アルファープロ１キロ粒剤７５

フェノキサスルホン・ベンゾビシクロン・ベンゾフェナップ水和剤 クサビフロアブル

フェンキノトリオン・フェントラザミド剤 シンゲキ豆つぶ２５０、シンゲキジャンボ ※
フェンキノトリオン・フェントラザミド水和剤 シンゲキフロアブル ※
フェンキノトリオン・フェントラザミド粒剤 シンゲキ１キロ粒剤 ※
フェンキノトリオン・プロピリスルフロン水和剤 ゼータプラスフロアブル

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン粒剤
ゼータプラス1キロ粒剤
ゼータプラスジャンボ
ゼータプラス２００FG

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤　 レオゼータフロアブル ※

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤　
レオゼータ１キロ粒剤
レオゼータジャンボ
レオゼータ３００ＦＧ

※

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ペントキサゾン水和剤 ゼータジャガーフロアブル

フェンキノトリオン・プロピリスルフロン・ペントキサゾン粒剤
ゼータジャガー１キロ粒剤
ゼータジャガージャンボ

フェンキノトリオン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン水和剤 流星フロアブル

フェンキノトリオン・ペントキサゾン・メタゾスルフロン粒剤
流星１キロ粒剤
流星ジャンボ
流星エアー粒剤

フェントラザミド水和剤 イノーバワンフロアブル
クサオウジ１キロ粒剤７５
クサオウジＨジャンボ
クサトリーＤＸ１キロ粒剤５１
クサトリーＤＸジャンボＨ
クサトリーＤＸジャンボＬ
ザークＤＸ１キロ粒剤７５
ザークＤＸ１キロ粒剤５１、
ザークＤＸジャンボＨ
ザークＤＸジャンボＬ
イグザクトQEDジャンボ
イグザクトQED１キロ粒剤

フェントラザミド・ベンスルフロンメチル・ベンゾビシクロン粒剤
クサトリーＢＳＸジャンボＬ
クサトリーＢＳＸジャンボＨ

フェントラザミド・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン水和剤 天空フロアブル 

フェントラザミド・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤
天空ジャンボ
天空１キロ粒剤
天空エアー粒剤

ブタクロール乳剤 マーシェット乳剤

ブタクロール粒剤
マーシェットジャンボ
マーシェット1キロ粒剤
マーシェット粒剤５

ブタクロール・ＡＣＮ粒剤　
アークエース粒剤
アークエース1キロ粒剤

ブタクロール・ペントキサゾン乳剤
サキドリEW、イネゼットＥＷ
シンウチＥＷ

ブタクロール・ペントキサゾン粒剤
サキドリ１キロ粒剤
シンウチ１キロ粒剤

フルセトスルフロン粒剤
スケダチエース１キロ粒剤
ヒエクッパエース１キロ粒剤

プレチラクロール乳剤
エリジャン乳剤
エリジャンEW乳剤

プレチラクロール粒剤
ソルネット１キロ粒剤
エリジャンジャンボ

ピリミノバックメチル・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ペントキサゾン粒剤

フェントラザミド・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル粒剤
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７．除草剤　（移植栽培に適用できるもの）

農薬の種類 農薬の名称（製品名） 備考

プレチラクロール・ベンゾフェナップ水和剤 ユニハーブフロアブル 

プレチラクロール・メソトリオン粒剤 マキシーＭＸ１キロ粒剤
プロピリスルフロン水和剤 ゼータワンフロアブル

プロピリスルフロン粒剤
ゼータワン１キロ粒剤
ゼータワンジャンボ

プロピリスルフロン・ブロモブチド水和剤 ゼータファイヤフロアブル
ゼータファイヤ１キロ粒剤
ゼータファイヤジャンボ

プロピリスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン水和剤
ゼータタイガーフロアブル
ドラゴンホークZフロアブル
ニマイメZフロアブル

プロピリスルフロン・ブロモブチド・ペントキサゾン粒剤

ゼータタイガー１キロ粒剤
ゼータタイガージャンボ
ゼータタイガー３００FG
ドラゴンホークZ１キロ粒剤
ドラゴンホークZジャンボ
ドラゴンホークZ３００FG
ニマイメZ１キロ粒剤
ニマイメZジャンボ

プロピリスルフロン・ペントキサゾン水和剤 ゼータハンマーフロアブル

プロピリスルフロン・ペントキサゾン粒剤
ゼータハンマー１キロ粒剤
ゼータハンマージャンボ

ブロモブチド・ベンスルフロンメチル・ベンチオカーブ・メフェナセット粒剤 パワーウルフ１キロ粒剤５１

ブロモブチド・ペントキサゾン剤 ショキニー２５０グラム 

ブロモブチド・ペントキサゾン水和剤 ショキニーフロアブル

ブロモブチド・ペントキサゾン粒剤 イネショット１キロ粒剤 

フロルピラウキシフェンベンジル・ペノキススラム・ベンゾビシクロン粒剤
ウィードコア１キロ粒剤
ウィードコアジャンボＳＤ
ウィードコア２００ＳＤ粒剤

フロルピラウキシフェンベンジル乳剤 ロイヤント乳剤

ペノキススラム水和剤 ワイドアタックＳＣ

ペノキススラム・ベンゾビシクロン粒剤

テッケン１キロ粒剤
ニトウリュウ１キロ粒剤
テッケンジャンボ
ニトウリュウジャンボ

ペノキススラム・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロン粒剤 サファイア１キロ粒剤
ペノキススラム・ベンタゾン粒剤 ワイドパワー粒剤

ベンスルフロンメチル・ベンチオカーブ・メフェナセット粒剤
ウルフエース粒剤１７
ウルフエース１キロ粒剤５１

ベンゾビシクロン・ペントキサゾン水和剤 プレッサフロアブル
ベンゾビシクロン・ペントキサゾン粒剤 フォーカスショットジャンボ
ベンタゾン液剤 バサグラン液剤（ナトリウム塩）

ベンタゾン粒剤
バサグラン粒剤（ナトリウム塩）
バサグラン・エアー１キロ粒剤

ベンタゾン・メタミホップ液剤 トドメバスMF液剤
サインヨシフロアブル
ベクサーフロアブル
ベアスフロアブル
メテオフロアブル
ベクサー１キロ粒剤
ベアス１キロ粒剤
メテオ１キロ粒剤
メテオジャンボ

ペントキサゾン・ＡＣＮ水和剤 クリアホープフロアブル

ベンフレセート粒剤
メタミホップ粒剤 トドメMF１キロ粒剤
メタミホップ乳剤 トドメMF乳剤
ＡＣＮ粒剤 モゲトン粒剤

注２）備考欄の※印は令和6年2月20日に追加された農薬または使用方法の変更があった農薬を示しています。

注１）記載されている農薬の名称（製品名）は令和6年3月時点で販売実績のある製品ですのでご了承下さい。

ペントキサゾン粒剤

ペントキサゾン水和剤

プロピリスルフロン・ブロモブチド粒剤
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2 1 消 安 第 6 5 8 号 
2 1 生 畜 第 2 2 3 号 
平 成 2 1 年 ４ 月 2 0 日 

消費・安全局 農産安全管理課長 
畜水産安全管理課長 

生産局 農業生産支援課長 
畜産部畜産振興課長 

 
改正平成 22 年９月７日 22 消安第 5109 号 22 生畜第 1165 号 
改正平成 23 年 11 月 17 日 23 消安第 4124 号 23 生畜第 1825 号 
改正平成 24 年 12 月７日 24 消安第 4222 号 24 生畜第 1700 号 
改正平成 25 年７月１日 25 消安第 1579 号 25 生畜第 490 号 

改正平成 25 年 10 月 30 日 25 消安第 3567 号 25 生産第 2254 号 25 生畜第 1320 号  
改正平成 28 年８月８日 28 消安第 2005 号 28 生畜第 591 号 28 政統第 678 号 
改正平成 29 年 12 月１日 29 消安第 4264 号 29 生畜第 789 号 29 政統第 1223 号 
改正平成 30 年 12 月 19 日 30 消安第 4498 号 30 生畜第 1181 号 30 政統第 1462 号  
改正令和２年１月 21 日 元消安第 4447 号 元生畜第 1505 号 元政統第 1513 号 
改正令和３年１月 14 日 ２消安第 4418 号 ２生畜第 1671 号 ２政統第 1769 号 
改正令和４年 12 月 22 日 ４消安第 5108 号 ４畜産第 2048 号 ４農産第 3058 号 

最終改正令和６年２月 20 日 ５消安第 6726 号 ５畜産第 2443 号 ５農産第 4251 号 
 

 
   飼料として使用する籾米への農薬の使用について 
 
 近年、生産及び利用が拡大している飼料用米については、籾すりをせずに籾米のまま
家畜に給与する取組が普及していますが、籾は、散布された農薬が直接付着する部位で
あることから、籾米は、玄米に比べ、農薬の残留量が多いことが確認されています。 
 このため、農林水産省では、籾米を給与した家畜から生産した畜産物の安全確保を図
るため、「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準について」（昭和 63 年 10 月 14 日付
け 63 畜Ｂ第 2050 号農林水産省畜産局長通知）を改正し、出穂以降、飼料用米に使用さ
れる農薬の成分については、飼料となる籾米の有害物質の管理の対象となる基準値（以
下「籾米の基準値」という。）を順次定めているところです。 
 一方、下記の３に掲げる農薬の成分（籾米の基準値が定められている又は籾米に残留
しない農薬の成分）以外については、籾米を給与した家畜から生産した畜産物の安全性
が確認されていないことから、下記１及び２のとおり有害物質の低減対策を行うことと
しましたので、貴職から、貴局管内の各都道府県及び関係機関に通知していただくとと
もに、農家等の関係者に対し周知、指導の徹底をお願いします。 
 なお、農林水産省において作成している「多収品種の栽培マニュアル」においても当
該対策について記載していますので、御留意の上、指導等に御活用ください。 
 また、本通知については、今後、籾米の基準値が新たに定められた場合には、適宜見
直すこととしています。 
 

記 
 
１ 飼料用米について、出穂以降（ほ場において出穂した個体が初めて確認される時点

以降をいう。以下同じ。）に農薬の散布を行う場合には、家畜へは籾すりをして玄米
で給与すること。 

 
２ 籾米を家畜に給与する場合は、出穂以降の農薬の散布は控えること。 
 
３ ただし、以下の農薬の成分については、上記１及び２の低減対策を要しない。 
 燐酸第二鉄、ＡＣＮ（キノクラミン）、ＢＰＭＣ（フェノブカルブ）、ＰＡＰ（フェ

ントエート）、アジムスルフロン、アゾキシストロビン、イソチアニル、イソプロチ
オラン、イミダクロプリド、エチプロール、エトフェンプロックス、オキソリニック
酸、カルフェントラゾンエチル、クロチアニジン、クロマフェノジド、ジノテフラン、
シハロホップブチル、シメコナゾール、シラフルオフェン、スルホキサフロル、チア
メトキサム、チオファネートメチル、テブフェノジド、テブフロキン、ヒドロキシイ
ソキサゾール、ピロキロン、フェリムゾン、ブプロフェジン、フラメトピル、フルセ
トスルフロン、フルトラニル、フルピリミン、プロパニル、プロベナゾール、フロル
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ピラウキシフェンベンジル、ペノキススラム、ベンズピリモキサン、マラソン（マラ
チオン）、メタミホップ、メトキシフェノジド、メトミノストロビン及びメプロニル 

 
 なお、上記の農薬の成分を含む農薬の種類は別紙のとおりです。ただし、農薬取締法
（昭和 23 年法律第 82 号）第３条第１項の規定に基づく農薬の登録がされ、かつ、農薬
の種類が上記の農薬の成分の組合せであれば、別紙の限りではありません。 
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別 紙  
○殺虫剤 

燐酸第二鉄粒剤 
ＢＰＭＣ乳剤 
ＢＰＭＣ粉剤 
ＢＰＭＣ・ＰＡＰ粉剤 
ＰＡＰ乳剤 
ＰＡＰ粉剤 
イミダクロプリド水和剤 
イミダクロプリド粒剤 
エチプロール水和剤 
エチプロール粉剤 
エチプロール粉粒剤 
エチプロール粒剤 
エチプロール・シラフルオフェン水和剤 
エチプロール・シラフルオフェン粉剤 
エトフェンプロックス水和剤 
エトフェンプロックス乳剤 
エトフェンプロックス粉剤 
エトフェンプロックスマイクロカプセル剤 
エトフェンプロックス油剤 
エトフェンプロックス粒剤 
エトフェンプロックス・ジノテフラン水和剤 
エトフェンプロックス・ジノテフラン乳剤 
エトフェンプロックス・ジノテフラン粉剤 
クロチアニジン水溶剤 
クロチアニジン水和剤 
クロチアニジン粉剤 
クロチアニジン粒剤 
クロマフェノジド水和剤 
クロマフェノジド・シラフルオフェン粉剤 
ジノテフラン液剤 
ジノテフラン剤 
ジノテフラン水溶剤 
ジノテフラン粉剤 
ジノテフラン粒剤 
ジノテフラン・ブプロフェジン水和剤 
ジノテフラン・ベンズピリモキサン水和剤（フロアブル） 
シラフルオフェン乳剤 
シラフルオフェン粉剤 
スルホキサフロル水和剤 
スルホキサフロル粉剤 
テブフェノジド水和剤 
チアメトキサム水和剤 
ブプロフェジン水和剤 
ブプロフェジン粉剤 
ブプロフェジン粒剤 
ブプロフェジン・ＢＰＭＣ粉剤 
フルピリミン水和剤 
ベンズピリモキサン水和剤（フロアブル） 
マラソン乳剤 
マラソン粉剤 
マラソン・ＢＰＭＣ乳剤 
メトキシフェノジド粉剤 

 
○殺菌剤 

アゾキシストロビン水和剤 
アゾキシストロビン粉剤 
アゾキシストロビン粉粒剤 
イソチアニル粒剤 
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イソプロチオラン水和剤 
イソプロチオラン乳剤 
イソプロチオラン粉剤 
イソプロチオラン粉粒剤 
イソプロチオラン粒剤 
イソプロチオラン・フルトラニル粒剤 
オキソリニック酸水和剤 
シメコナゾール粒剤 
チオファネートメチル水和剤 
チオファネートメチル粉剤 
テブフロキン水和剤 
テブフロキン粉剤 
ヒドロキシイソキサゾール液剤 
フェリムゾン水和剤 
フラメトピル粒剤 
フラメトピル・プロベナゾール粒剤 
フルトラニル水和剤 
フルトラニル乳剤 
フルトラニル粉剤 
フルトラニル粒剤 
プロベナゾール粒剤 
メトミノストロビン剤 
メトミノストロビン粒剤 
メプロニル水和剤 
メプロニル粉剤 
 

○殺虫殺菌剤 
エチプロール・イソプロチオラン粒剤 
エチプロール・テブフロキン水和剤 
エチプロール・テブフロキン粉剤 
エチプロール・メトミノストロビン剤 
エチプロール・メトミノストロビン粒剤 
エトフェンプロックス・アゾキシストロビン水和剤 
エトフェンプロックス・テブフロキン粉剤 
ジノテフラン・チオファネートメチル水和剤 
ジノテフラン・チオファネートメチル粉剤 
ジノテフラン・テブフロキン粉剤 
ジノテフラン・ブプロフェジン・フルトラニル粉剤 
ジノテフラン・メトミノストロビン粒剤 
チアメトキサム・アゾキシストロビン水和剤 
テブフェノジド・ブプロフェジン・フルトラニル水和剤（エアー） 
テブフェノジド・ベンズピリモキサン・フルトラニル水和剤（エアー） 
ブプロフェジン・ＢＰＭＣ・フルトラニル粉剤 
ブプロフェジン・フルトラニル水和剤 
 

○除草剤 
ＡＣＮ剤 
ＡＣＮ粒剤 
アジムスルフロン・シハロホップブチル粒剤 
シハロホップブチル乳剤 
シハロホップブチル粒剤 
シハロホップブチル・フロルピラウキシフェンベンジル乳剤 
フルセトスルフロン水和剤 
フルセトスルフロン粒剤 
プロパニル乳剤 
フロルピラウキシフェンベンジル乳剤 
ペノキススラム水和剤 
メタミホップ粒剤 
メタミホップ乳剤 

（令和６年１月１日現在） 
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飼料用とうもろこし専用除草剤 

２０２５年度 ワンホープ乳剤の適用品種一覧 

・ ワンホープ乳剤は、この表の適用品種以外には使用しないで下さい。晩蒔き、二期作品種、極晩生品種には使用しないで下さい。 

・ 高温となる日（最高気温３０℃以上）、または乾燥により作物がストレスを受けている状態では使用しないで下さい。 

・ 使用時期はとうもろこしの３葉～５葉期ですので、その範囲内で使用して下さい。 

・ 自家採種とうもろこしには使用しないで下さい。 

・ 他剤（ベンタゾン剤、s-メトラクロール剤）との混用で薬害が強くあらわれる場合がありますので、使用しないで下さい。なお、 

その他の薬剤との混用については、弊社までお問い合わせ願います。 

 

品種名 品種名 品種名 品種名 品種名 

パイオニアデント 

３９Ｂ２９ 

Ｐ７０３４ 

Ｐ７９４８ 

 Ｐ７６３１ 

 Ｐ８０２５ 

 ３９Ｋ５６ 

＊Ｐ８８８８ 

＊Ｐ８２８４ 

Ｐ８２８４８ 

＊３９Ｔ４５ 

 Ｐ９０２７ 

 Ｐ９０７４ 

 Ｐ０２００ 

 Ｐ０７０４ 

 Ｐ９４００ 

 ３６Ｂ０８ 

 Ｐ１５４３ 

 ３４Ｎ８４ 

 Ｐ１２０４ 

 Ｐ１３４１ 

 Ｐ１３４４ 

 Ｐ１６９０ 

 Ｐ２０８８ 

 Ｐ２１０５ 

Ｐ９９６０ 

 

（＊は北海道のみ適用可） 

ロイヤルデント 

ＴＨ１５１５ 

ＴＨ１２２２ 

グランデ８０（ＴＨ１３１５） 

スピーダ８２（ＴＨ１５１３） 

フレック８５（ＴＨ１４７５） 

ＴＨ０５８ 

フォルトナ９０（ＴＨ２１５４） 

ギガス９３（ＴＨ１９７０） 

プロフィ９５（ＴＨ１３１０１） 

ロブスト１０５（ＴＨ２１７６） 

ＴＸ１２３５ 

ＴＸ１３３４ 

ＴＸ１１６２ 

ＴＸ１２７７ 

ゴールドデント 

ＫＤ２５４ 

ＫＤ３２０ 

ＫＤ３７６ 

ＫＤ４２０ 

＊ＫＤ４２１ 

ＫＤ４６０ 

ＫＤ５０２ 

ＫＤ５５１ 

ＫＤ５８０ 

ＫＤ６４１ 

ＫＤ６７１ 

ＫＤ７３１ 

ＫＤ０７８ バステト 

＊ＫＤ０８２ ゲルセミ 

ＫＤ０８５ ベローナ 

ＫＤ０９０ カリス 

ＫＤ１００ コルビー 

ＫＤ１００ エポワス 

ＫＤ１０５ リコッタ 

ＫＤ１０６ カンタル 

ＫＤ１２５ ガプロン 

 

（＊は北海道のみ適用可） 

 

 

 

スノーデント 

ＬＧ３４９０ 

１１０（LG３０５００） 

１１５（ＬＧ３１.５８８） 

１１８Ｒ（ＳＨ５７０２） 

ＳＨ４８１２（ＳＨ４８１２） 

１２５Ｔ（ＳＨ２８２１） 

 

 

ファームデント 

７５日（ＦＤ２１－６８） 

８０日（ＦＤ２６－２４） 

８０日（ＦＤ２６－７２） 

８５日（ＦＤ３３－２２） 

８８日（ＦＤ３４－６６） 

９０日（ＦＤ３６－１２） 

９５日（ＦＤ４１－６２） 

１００日（ＦＤ４７－８５） 

１０３日（ＦＤ４９－６５） 

１０５日（ＦＤ５１－７６） 

１１０日（FD５６－２４） 

１１０日（ＦＤ５８－２７） 

 

ニューデント
 

７５（ＬＧ３２１５） 

７８ ソリード（Ａｎｊｏｕ２２７） 

＊８０（ＬＧ３１２０７） 

８５（ＬＧ３１２２３） 

８５Ｖ ビビアン 

８５ エリオット 

８５（ＬＧ３１２３７） 

９０（ＬＧ３１２９５） 

１００（ＬＧ３４５７） 

１０５（ＬＧ２５３３） 

 

ネオデント 

ユミル８５（ＳＬ１９０１７） 

エミナ８８（ＳＨ１４０８１） 

＊アシル９０（ＳＨ１３５３） 

クロノス９０（ＳＬ１２０２９） 

マグナス９５（ＳＨＹ４０４１） 

エスパス９５（ＳＬ０７４６） 

 

 （＊は北海道のみ適用可） 

 

クミアイデント 

１０５ 

１１３ 

 

エスパー Ｓ－８８１２ 

コビー 

ＫＷＳジュリオ 

シャンティ 

チベリウス 

メルクリオ 

コロサリス 

＊ミリアーノ 

セバスト 

トレイヤ 

だいち 

みとりゆたか 

北交６５号 

タカネスター 

タカネフドウ 

ゆめちから 

ゆめそだち 

ゆめつよし 

 

（＊は北海道のみ適用可）
 

Ｚ－Ｃｏｒｎ 

Ｚ７５０α 

Ｚ８００α 

 Ｚ８５０α 

 Ｚ９５０α 

 Ｚ１０５ 

 Ｚ１１２ 

 Ｚ１１５ 

 Ｚ１１８ 

 Ｚ１２０ 

Ｚ１２５
 

サイレージコーン
 

ＮＳ１１５スーパー 

ＮＳ１１８スーパー 

ＮＳ１２５スーパー 

ＮＳ１２９スーパー 

 

 

 

９５日 タラニス 

 

 

 

グリーンデント 

１１５（ＪＧ１１５９） 

 

＊パイオニアデント Ｐ８８８８、Ｐ８２８４、３９Ｔ４５、ゴールドデント ＫＤ４２１、ＫＤ０８２ ゲルセミ、ニューデント ８０（ＬＧ３１２０７）、 

ネオデント アシル９０(ＳＨ１３５３)及びミリアーノには北海道地域以外では使用しないで下さい。 

2024年12月末現在 
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